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「シャルロットさま、失礼いたします。先ぶれはなかったのですが、アンリ殿下が突然来訪されました」

　家令が困ったように報告している。自室でそれを聞いたシャルロットは内心、激しい緊張に襲われた。

（いよいよ来たな、主人公が……）

　そう思ったが、表面には出さない。これでも、今世では侯爵家の令嬢なのだ。礼儀作法は厳しく躾けられている。

　同じく困ったように、シャルロットは小首を傾げて眉根を寄せた。

「まあ、お父さまにご用かしら。生憎、お父さまもお兄さまも郊外に出掛けていらっしゃるわ」

「いえ、それが。レティシアさまに至急お会いしたい、とのことです」

「お姉さまに？」

　わざとらしく小首を傾げつつ、シャルロットは令嬢に相応しくない（うげぇ）という呻き声を出さないよう努めた。

　やはり、もう嗅ぎ付けてきたのか。早すぎる。

　本来ならあり得ない展開になるよう仕向けた時、ひょっとしたら主人公がやって来るかもしれない、そう予想はしていた。だが本当に来るとは。しかも直接乗り込みだ。

　主人公らしい有能さを発揮しないでほしい。

　けれどシャルロットだって、この世界のこれからの展開を知っているというアドバンテージを持っている。それをもってストーリーを変えてしまおうという、異端側の存在だが。

　頷く家令に、シャルロットはわざとにこやかに言う。

「お姉さまも皆と一緒に狩猟祭に出掛けたのよね？　だったら殿下にも、そちらに向かっていただくといいんじゃないかしら」

　狩猟祭とは貴族たちが郊外に集まって狩猟をしたり酒を飲んだり騒いだりする、泊まりがけのイベントだ。今のシャルロットは行ったことがないが、超高級な林間合宿のようなイメージを持っている。

　とにかく自分は対応したくないと言外に伝えると、突如声が甘く響いた。

「生憎、レティシア嬢は狩猟祭の行われているアヴニール家を訪問していないようだ」

「え……」

　そう言いながら、見目麗しい青年がシャルロットの自室に登場した。

　この国の第二王子でありお話の主人公であるアンリ王子だ。

　以前のシャルロットとは何度か対面したことがある人物だが、今のシャルロットとは初対面だ。つまり、記憶が蘇ってから会うのは今が初めてだ。しかも、こんなに近い。

　顔がいい！　声もいい！　スタイル良すぎる！

　背が高いのに、顔が小さい。そしてその小さな顔の中に各パーツがぴったりと収まっている。水色の瞳は煌めいていて、存在感と生命力を感じさせる。鼻筋は通り、唇の形も配置も良い。とにかく、見た瞬間に誰もが美しいと思う造りだ。金色の髪はサラリとして癖もなく、天使の輪が輝いていた。

　さすが、主人公は違う。

　でも、今の彼はお話の中のキャラクターではない。本当に生きているという、命を感じる。

　シャルロットは心の中でそのように支離滅裂なことを叫び騒いでいたが、表面的には座っていたソファから慌てて立ち上がり淑女の礼をしようとした。

　アンリはそれを片手で止め、つかつかと近付いた後じっとシャルロットを見下ろしながら口を開いた。

「シャルロット、レティシアの行方を知らないだろうか」

「姉は、父や兄と一緒に郊外で行われている狩猟祭に出向いたと、そう聞いています。本当に、姉は向かっておりませんの？」

　わざとらしく尋ねると、彼は嘘を見極めようとせんばかりに観察しながら言う。

「ああ。彼かの国とは逆方向、ディヴァリー王国に向かうサルディニーユ家の紋章がついた馬車が大変なスピードで走って行ったという情報もある」

　シャルロットはひゅっと息を呑んで見せた。そして驚いたように少し大きな声を出す。

「まさか！　お姉さまはその馬車に乗って家出をなさったの？」

「その可能性もある、ということだ」

「でもそう言われてみれば……わたくしどもの大叔母がディヴァリー王国に在住ですの。ひょっとしたら、お姉さまはそちらに向かったのかもしれません」

「ほう。では、姉君には家出をする理由があると？」

　ちょっと匂わせたら強く切り込んでくる。柔和な雰囲気ながらも、嘘偽りは許さないという気配を感じる。さすが主人公さま、強く正しい圧をお持ちのようだ。

　余計なことを言ったらすぐにでもこの企みがバレてしまいそうだ。改めて気を引き締めながら、シャルロットはまた驚いてみせた。

「まさか。そのようなことはございません。ディヴァリー王国の方に向かったと聞けば縁戚の顔が思い浮かんだだけで、本当に行ったかどうかまでは知りません」

「…………」

「それより、父と兄に聞いてみましょう。本当にお姉さまがそちらに向かっていないのか、もしかしたら行き違いになったのかも」

　ここは、電話もメールもない世界だ。確認しようにも、実際に会って話を聞くしかない。狩猟祭が開催されている郊外まで今から行っても到着は夕方、そこからこの王都にまでとんぼ返りしても夜も遅い。それを分かった上で誘導しようとしたのだが、彼は話には乗らずソファに座った。どうやら尋問が始まるらしい。シャルロットは仕方なく彼が口を開くのを待った。

「いいや、それには及ばない。彼女がアヴニールの狩猟祭に向かっている可能性は低い。それどころか、ディヴァリー王国に向かったのもフェイク……彼女を装った何者かではないかと推測している」

「……？」

　何を言っているのか分かりませんわ、という態度を取ってみせた。なるほど、そこまで推測してくるか、という感じである。今にも、

「犯人は、お前だ！」

　とでも言われそうで内心ヒヤヒヤだが。こちらにも、このような態度を取らなければいけない理由があるのだから仕方ない。

　こちらの心を読み切ろうとしているのか、その煌めく瞳をじっと向けながらアンリ王子は静かに呟く。

「どうも見極められない。その無邪気で無知そうな態度が、本当のものなのか」

「あら、それはわたくしのことなのでしょうか」

　よく分からないのはこっちの方ですわ、と同じように小さく呟いておく。

　それから、もうお客さまにお帰りいただいてちょうだい、と目で家令に合図を送ろうとする。スマートな令嬢はそんなこと口に出さずとも使用人に目線一つで指示できるのだ。だが、家令の方を向いた瞬間にそれを遮られた。

　もちろん、アンリ王子にだ。

　彼は軽く手をあげ、家令に動くなと合図をしてから口を開いた。

「失礼、シャルロット嬢。当方も分からないことばかりで。まず彼の国、レユニオン王国の公爵、エブラール王弟殿下とレティシア嬢の婚姻が間もなく締結されるだろう」

「ええ」

「だが、レティシア嬢はそれに対して不満を持っていた」

　だから結婚が嫌だからってペラペラ他人に喋るなって言ったのに。友人のご令嬢に愚痴のつもりでこぼしたのかもしれないが、口が軽くゴシップ大好きな令嬢たちのことだ。話を大きくして喋りまくるに決まっている。

　思わず苦い顔になってから、眉をひそめて言った。

「まあ、不満だなんて。確かに名誉なこととはいえ、一人で他国に嫁ぐのは不安にもなるでしょう。それを他意あるように咎められるのは、さすがにお姉さまが気の毒ですわ」

　それには答えず、アンリは話を続ける。

「そして、姉君のそんな態度にシャルロット嬢、君は代われるものなら代わりたいと公言していた。公爵夫人になるには己の方が相応しいと」

「それも、ニュアンスがだいぶ違いますわね」

「違う？」

「ええ。確かにわたくし、そんなに嫌なら代わって差し上げたいとは言いましたが、本当に公爵夫人になるつもりなどございませんわ。なぜなら、姉を選んだのはエブラール殿下ご自身なのですから」

　ドキドキしながらも主張を述べると、彼はじっと見つめて確認を続ける。

「では、なぜそのような発言を？」

「家族間の軽口ですわ。本当になり替わる気などありませんが、姉への叱咤も兼ねてのたわいない台詞です。そんなことまで咎められるなんて」

　気を悪くした様子を隠しもせず見せておく。これ以上話を延ばしても、すぐにでも立って退室したいという雰囲気だ。

　すると、アンリ王子はすぐに話を変えた。

「レティシア嬢が結婚を嫌がっていたのは、他に思う人がいるからだ。それも、身分違いの」

　そこまで調べているのか。じゃあ、相手も分かっているだろう。

　シャルロットは嫌そうな顔のまま返事をした。

「一体さっきから何の話ですの？　殿下は姉の結婚を取りやめさせたいのですか」

「いいや、逆だ。国としては絶対にこの縁を繋ぎたい。エブラール公爵の領地はわが国と隣接している上、他国にも繋がる大きな街道がある。レティシア嬢に夢中な彼が縁談のために差し出した様々な条件は並大抵のことで締結できるものではない。なんとしても、我々はレティシアを嫁がせなければならないのだ」

「はあ。さようでございますか」

　話全然分かんないしつまんない、という態度で扇を弄ってよそ見をしておく。

　アンリ王子が国の立場として言うのは尤もな話だ。有力な領地を持つ隣国の王弟殿下がぜひにと縁談を望んでいる。その王弟殿下は多くのものを差し出し、わが国にはメリットしかない。もっと言うと、アンリ王子はその大きな街道の関所を管轄しており、今回の縁談でも彼に多大な利益を与える。どうしてもこの婚姻を成し遂げたいはずだ。

　だが、肝心の令嬢が嫌がってその妹が代わりに結婚したがるという、何とも困った状態なのだ。

　アンリ王子が直接乗り込んできたのも、レティシアを嫁がせるより先にシャルロットをけん制しておこうという狙いがあったのだろう。

　だが生憎、今のシャルロットは姉の代わりに青髭公爵……アンリの言うエブラール公爵のことだ、彼と結婚したいとは一切思っていない。むしろ、自分が結婚しないために周囲を利用しようとしている。

　アンリ王子のことも警戒はするがそれほど恐れはしない。彼の動きも大体は予想できるし、あまり関わり合いになりたくはないが積極的に拒否はしない。彼は王子でありシャルロットはその国の貴族だからだ。

　それに主人公、ヒーローでもある。彼の言動に物語の補正力はどれくらいあるか分からない。ここは流すしかない。

　そのアンリ王子がズバリ、指摘した。

「レティシア嬢はディヴァリー王国とは逆方向、レユニオン王国との国境沿いの村に行ったのではないか」

「まあ、そうなんですの？」

「あの小さな村にはどんな者でも挙式できるという、全てのしがらみを断ち切る式場があるのだ」

「ええっ、まさか。先に別の方と結婚してしまうということですか？　そんな、お姉さまが……」

　わざとらしく驚きながら、内心は（よくぞそこまで推理した）である。痕跡は残していないはずなのに、とんだ名探偵だ。

　そう、そういう式場があるのだ。この国の法律は厳しいが、隣国は違う。国境沿いの村ではレユニオン王国の法に則って式を挙げられる。保証人も家族も必要ない。身分に差があろうとも、どれだけややこしい事情があろうとも、結婚できる駆け込み寺ならぬ駆け込み式場だ。

　家族に反対されるカップルたちは、結構気軽に駆け落ち婚を決行している。だが、貴族の令嬢ともなるとなかなか前例はない。

　アンリは続ける。

「そうだ。相手に心当たりは？」

「お姉さまは親しい友人も年の近いご令嬢ばかりで、殿方と親密だなんて聞いたこともありません」

「やはり、身分ある令息が相手ではないということか」

　その言葉に、彼は姉の駆け落ち相手を知っていると確信する。

「身分ある令息ではないって、まさか平民と？　お姉さまが平民と結婚？　それはないでしょう」

　冷笑を浮かべ否定するのは、いかにも貴族令嬢という所作なはずだ。

　侯爵令嬢と貴族でもない者が結婚など、常識外れもいいところだからだ。

　しかし、常識に囚われない名探偵アンリ王子は推理を披露する。

「レティシアは本当に彼を愛していた。彼女の騎士、ジュリアンを」

「あの田舎騎士……そんなのお父さまが許すはずもないわ」

「しかし、式を挙げて正式に認められてしまえば許されなくとも二人は正式な夫婦だ。そして、それをそそのかしたのはシャルロット、君ではないのか。自らがエブラール公爵の妃となるために」

　それは、半分正しくて半分間違っている。

　確かに、駆け落ちをそそのかし実質的な手配までしたのはシャルロットだ。

　だが、レティシアたちはそれがシャルロットの手引きとは気付いていない。

　それに、青髭公爵の妃には絶対になりたくない。

　シャルロットは客観的な事実を述べた。

「いくらなんでも強引すぎますわ。どう考えても、無理でしょう。エブラールさまは姉を望み、姉以外とは結婚したくないみたいですもの。いくら妹だからといって、代わりにわたくしが嫁ぐと言っても先方から断られます」

「そうだろうか」

「ええ、それに姉が平民と駆け落ちして結婚なんてしてしまえば、わが侯爵家の名は地に落ちます。そうなれば、相手が連れ戻された姉にせよわたくしにせよ、エブラール公爵殿下との婚姻は国の内外から反対されることでしょう」

「ふむ、君は冷静に状況を分析できるようになったんだな。つい最近まで、周囲が見えず自分のことしか考えていないようだったのに」

「……っ、わたくしも、いつまでも子供ではありませんもの」

　否定したが、これは痛い指摘だ。

　そう、シャルロットはまだ十八歳。自分のことしか考えていない浅はかなタイプ、といってもこの年頃だものそれで当然だろう。

　だが、今のシャルロットの中身は現代日本でアラサー社会人だった記憶がある。そりゃ周囲も見えるし保身もするというものだ。

　この急激な変心ぶりを怪しまれたらどうなるのだろう。そう思って少し視線を逸らすと、彼はソファから立ち上がって言った。

「今から、レティシアとジュリアンを追いかける。君も一緒に来るんだ」

「えっ、わたくしもですか？　それは……」

　救いを求めるように部屋の隅に控える家令に視線を送る。

　普通、未婚の令嬢はたとえ婚約者であろうとも殿方と一緒に出掛けないものだ。それがこの国の王子であろうとも。

　そんなことをすれば、シャルロットは乙女ではないと人々に認識されてしまう。そうなればまともな嫁入り先はなくなるだろう。

　しかし、アンリ王子がシャルロットを青髭公爵と結婚させたくないならそれが狙いなのかもしれない。

　シャルロットの将来を何も考えていない、非情なやり口だが。

　だが、今のシャルロットには渡りに船だ。

　常識ある令嬢を装うために、渋りはするが。

　そんなシャルロットに、アンリは近づき手を差し伸べて言った。

「君の父上と兄上の許可は得てある。さあ、行こう」

　父はシャルロットが第二王子に気に入られたと思ったようだ。

　上の娘が駆け落ちし、隣国の公爵夫人となる話をフイにしたからだろうか。シャルロットとしてはすんなり納得いかない展開だが、しかし青髭公爵との縁を切るにはいい。

　こうして、シャルロットはアンリ王子と同行し姉を追うことになったのだった。
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　馬車ではなんと、アンリと同乗することになった。

　本当にシャルロットの将来を全く考えていないひどい行いだ。これでは未婚でありながら愛人として王子に取り入ったふしだらな令嬢と噂されるだろう。

　だが、今のシャルロットにはその方が都合がいいので何も言わずに乗り込む。

　国境に向かいながら、窓の外の風景を眺めて黙っていた。

　あえてアンリを見ないようにしているのだ。視界にちらりと入っただけで、あまりの顔の良さに心臓が跳ねてしまう。まじまじと眺めてしまいそうになるので、あえて違う方向を見て心を抑える。

　アンリはシャルロットのそんな態度を気にせず、話を聞き出そうとしていた。

「レティシア嬢はいつ頃、家を出たのだろうか」

「今朝、狩猟祭のためにアヴニールに出掛けたはずです。てっきり、お父さまかお兄さまと一緒に向かったと思っていたのですが」

「そうか。君はなぜ行かなかったんだ？　年に一度の大々的な集まりだろう」

「殿方が皆で哀れな動物たちを追い立て、殺した数を競い合うんですもの。あまり、見たくなくて」

「昨年までは欠かさず参加していたんだろう、シャルロット」

　いちいちそんなことまで調べているのか。ちょっと鬱陶しいな、とイラついてしまうがそれを態度に出すわけにはいかない。

「はい。食べるために命を奪ったり、皮をなめして使ったり、狩りも必要なことだと分かってはいるのです。けれど、積み上げられた鹿の頭やウサギたちを見ると、なんだか気が重くなりました」

　前世のことを思い出したとはいえ、今までこのシャルロットが暮らしてきた記憶が消えるわけではない。例年の狩猟祭の風景を思い出すと、現代人からすればわざわざ狩りの場に行きたくはない。

　もちろん、それだけではない。家族が皆で出掛けるこの機会こそが、チャンスだと読んだのだ。

「なるほど……」

　シャルロットに相づちを打ちながら、アンリは相変わらず深い湖のような瞳をじっと向けている。

　主人公の洞察力と補正力で、何かが変わってしまいそうでヒヤヒヤする。

　しかし、大丈夫なはずだ。

　多分。

　姉たちが、何かミスをしていない限り。

　シャルロットは悲嘆にくれた姉のことを思い出し、それがきっかけで初めてこの世界について気付いたと回想を始めた。










「私は嫌よ、この国を離れて嫁ぐだなんて。ジュリアンと離れなければいけないなんて……」

　屋敷の中のこととはいえ、庭園で騎士にべたべたとくっついて涙ながらに訴えているレティシア。わが姉ながら、眉をひそめずにはいられない。

　お相手はレユニオン王国の王弟殿下、エブラール公爵だというのになんと贅沢な。

　先ほどまで屋敷に来ていたエブラール公爵は、姉にだけ視線を注ぎぜひ妃にとプロポーズしていた。

　全く眼中にも入れなかったシャルロットは嫉妬と怒りで顔を歪ませ、周囲に当たり散らしながら言う。

「だったらわたくしが代わりに嫁いで、公爵夫人になるのに！　レユニオンの王弟殿下で、公爵さまのお妃よ？　あんな田舎騎士に夢中になってみっともないったら！」

　それを口にしてから、ハッとした。

　待って、なんか聞いたことのある設定。

　――その後、シャルロットは姉のことを父にチクって騎士ジュリアンは屋敷を追い払われる。まあそれは父の、侯爵としては当然の処置だろう。大事な娘が身分もない男に血迷って道を踏み外しても困る。

　――だがそれだけではなく、シャルロットは姉に『ジュリアンは死んだ』と嘘をつく。憎い姉を苦しめるためらしい。その甲斐あってか、レティシアは自死。ぜひにと立候補したシャルロットは嫁ぎ先で非業の死を遂げることになる。

　そう、ここは昔話『青髭』をモチーフにしたゴシックホラー恋愛小説。少女向けのホラーあり恋愛ありのドキハラ展開で、アニメ化や実写映画化もされなかなか人気作品だった。

　シャルロットは青髭公爵の最初の妻。

　この物語のヒロインは、青髭公爵の四番目の妻となるべく打診された少女。

　そしてヒーローは、その少女を憎からず思っていたこの国の第二王子だ。

　ヒーローは三人もの公爵夫人が亡くなったり行方不明になったりしているのを不審に思い、ヒロインのために内密に調査を始めるが……というのがストーリーだ。

　ということは、今はまだストーリーは始まっていない。前日譚、エピソードゼロのその前段階だ。

　良かった、早めに気付いて。まだリカバリーのしようがある。

　シャルロットはそのことには感謝したが、なぜ自分がこんな役柄なのかということには不満を覚えた。

　ムスッとしながらも現状を把握し、殺されないためにはどうすればいいか考える。

　まず考えたのは、物語とは違って本当に姉を青髭公爵と結婚させたらどうだろう、という案だった。

　シャルロットが余計なことさえしなければ、レティシアは悲嘆にくれながらも嫁がなければいけない。

　いやでも、と考え直す。

　それでもレティシアが最初の妻として殺されてしまったら、シャルロットが二番目の妻として迎え入れられる可能性がある。

　ここは姉妹揃って結婚しない方が、安全性が高いだろう。

　だとしたらどうすればいいか。

　シャルロットは考えをまとめてから、夜、姉の寝室に向かった。

「お姉さま、泣いているの」

　レティシアはめそめそと悲嘆にくれていた。

「ああ、シャルロット。私、本当に嫁がなければいけないの？　ジュリアンと離れたくないわ。代わりに貴女が嫁いでくれたらいいのに……」

　お前身分考えろよ、爵位もない使用人も同然の騎士と離れたくないってその先の生活どうするつもりなんだよ、できもしないことをぐちぐちと鬱陶しい女だな。

　そう言いたいのをぐっと堪え、シャルロットは提案した。

「お姉さま、あまりそういうことを口にしない方がいいわ。隣国との関係に影響しそうよ」

「そんな。だって、私は行きたくないのに……」

「だったら、この先のことを口の堅い方に相談してみてはどうかしら。街はずれの修道院では、意に添わぬ結婚を強いられる女性にも親身になってくれるそうよ」

「でも、だって……」

　口ごもり乗り気ではなさそうなレティシア。

　こういう女は、でもでもだってとしか言わず、実際の行動は何も起こさないのがデフォルトなのだ。

　シャルロットはてきぱきと言った。

「何も関係のない人に、匿名でお話をするのも気晴らしになるわよ。明日の午後、馬車の手配をしておくわ。もし言いたくなかったら別の話だけをして帰ればいいんだから」

　レティシアの侍女たちには、こうでもしないと父の耳にもジュリアンのことが入り、最悪責任を取らされ解雇されるのは貴女たちだと言い含めておく。

　そして翌日、シャルロットは午前中から家を出て行った。

　目的地はもちろん、街はずれの修道院だ。

　修道院長にたっぷりと寄付金を弾み、懺悔室で人と秘密の話をしたいと借り切ることにする。そうしてレティシアを迎え入れたのだ。

　レティシアは、壁で仕切られた懺悔室の向こう側に妹がいるとも知らず、ペラペラと内情を相談した。

　とにかく騎士のジュリアンと離れたくなく、そのために他国の公爵に嫁ぐのは嫌だという話だった。

　この国の貴族の子女は、家のために政略結婚をして血筋を広げるというのが普通となっているので、レティシアは一般とはかなり違った考えの持ち主だ。

　シャルロットは内心（愛だ運命だ、うるせぇ～）と思いながらも、常より低い声を出して姉に進言した。

「とある場所に、駆け落ちができる式場があるそうです。そこで式を挙げてしまえば、無理に嫁がされることもないでしょう」

「私、本当に、そんなことをしてもいいんでしょうか」

　散々ぐちぐちと言っておいていざ解決策を出されたら何もしないでおこうとするのはなぜ?!　良くないことだって分かってるなら騒がず黙って嫁げよ！

　突っ込みそうになるのを堪え、優しげに聞こえる話し方で背中を押す。

「もちろんですよ。一歩踏み出さなければ、何も変わりません。そして、前を向いて行動する貴女にはきっと祝福があるでしょう」

「私、頑張ってみます……」

「当方からも、上手くいくようお手伝いいたしましょう」

「ありがとうございます……！」

　普通の修道女が協力までするわけないだろ、と思うがレティシアは何も疑問を抱かなかったようだ。悩んでいた足取りも軽く、上機嫌で帰っていく。

　シャルロットもその後、何食わぬ顔をして屋敷に帰り、そして姉に声をかけた。

「お姉さま、先ほど修道院の使いという方がいらして、これを渡すように頼まれたわ」

　そう言って書類を見せる。

　もちろん、本当に修道院から来た書類ではない。自分で作った、レティシア駆け落ち計画進行表だ。

　姉は受け取りながら、夢見るような面持ちだった。

「ありがとう」

　それにしても、この人は先のことを考えているんだろうか。結婚した後、どうやって暮らすとか生活はどうするつもりなんだろう。まあ多分、何も考えてはないんだろうなー。

　そんなことを思ったが、修道院に行ってきたことを確認したり余計なことをしたりせず退室する。

　書類には、駆け落ちすることは誰にも言うなと最初に大きな文字で書いてある。それを守ってくれればいいのだが。それにしても、男の方はどう思っているんだろうか。もし貴族の子女をちょっと引っかけて遊ぶつもりでいただけなのに、駆け落ちだ婚約取りやめだと重いことを姉が一方的に言ってるだけだったらどうしよう。

　男女の温度差について心配していたが、運よく男の方も本気だったらしい。こうして盛り上がった男女は、シャルロットの計画通りに駆け落ちに旅立ったのだ。

　狩猟祭の二日前の夜に。

　数日前から皆は狩猟祭のための移動準備に沸き立ち、普段通りの屋敷とは様子が異なる。

　前日には早い者から荷物と共に移動し始める。そのためにいつもは食事を一緒に取っている家族も、準備で忙しいから別々に部屋で、となるのだ。

　その隙をついて、シャルロットは紋章がついていない目立たない馬車を用意し、修道院からの使いだと言わせて挙式場まで送らせたのだ。

　二人にプラス、信用できる古参の侍女を巻き込んで向かわせたが、誰もシャルロットの計画だとは気付いていなかった。

　家族にはレティシアの不在がバレないように工作し、彼女の侍女たちには既に狩猟祭に旅立ったと言っておく。

　使用人の中にはおかしいと思う者がいただろうが、とにかく屋敷中が忙しくバタバタしている。シャルロットは直前にやっぱり行かないと言い出し、そして皆を見送り、それからアンリ王子が来訪した。

　式場までは馬車で一日もかからない。

　つまり、アンリ王子が気付いた時点で既にもうレティシアたちは結婚しているはずなのだ。

　多分。計画通りに行けば。

　だから、シャルロットはアンリを迎え入れた時も余裕だったし、追いかけるために同行しろと言われてもまあいいだろう、と受け入れた。

　どうせ手遅れなのだから、付き合ってもいい。むしろ、こうした方がこの先の展開には有利になるだろうと。

　だから、道中のことにまで考えが及んでいなかったのだ。










　現代日本で生まれ育ったシャルロットの前世は、アスファルト舗装の道路に慣れていた。乗り物だって滅多には揺れない、安全性の高い物ばかりだ。たまに、車の中で文字を読むと酔いそうになるからその時は目を瞑ったり遠くの景色を眺めたりしていたが。

　今、馬車の中のシャルロットは振動と揺れに必死で耐えていた。大きな街道はレンガで舗装されているが現代のような良いものではない。少し郊外になると土埃舞うあぜ道となる。ガタガタ揺れてお尻も痛いし、気分が悪くなりそうだ。

　しかも、まだ間に合うかもしれないと考えているのか、アンリは御者を急がせるのだ。

「今日中に式場に着くように急げ」

「ハッ！　次の町で、馬を替えます」

　今の馬を休憩させ、新しい馬を借りるか買うかして馬車に繋ぎ替えるのだろう。

　その町に着いた頃には、シャルロットはよろよろとして体調不良で大変だった。

「大丈夫か、シャルロット」

　見るからに顔色が悪いので、さすがにアンリも気遣ってくれる。もう少し前にそう言ってほしかったが。

　シャルロットは首を横に振った。

「もう、馬車には乗れません……。気分が悪くて、体が痛いので、どうかアンリ殿下だけでお進みください」

「俺だけで？　君はどうするつもりだ」

「わたくしは、この町の宿か修道院か、とにかく休めるところで休みます」

「そういうわけにはいかない。君を一人で置いていくなど、できるはずもない」

「気分が戻れば、後から追いかけますわ。その頃には、馬たちも休憩が終わっているでしょうし」

　立っているのもつらくて、とにかく横になりたい。

　アンリの許可も得ずにふらふらと歩き始めようとすると、手首をさっと引かれた。

「だったら、俺たちも休憩としよう。馬を休ませ、疲れが取れたら出発だ」

「でも。それですと、今日中の到着は難しくなるのでは」

「それでも、シャルロットを一人で放っておくわけにはいかない。宿屋に行こう」

　アンリはこの町で一番いい宿屋を訪ね、そこで一行の宿泊手配をしてくれた。

　狙ったわけではないのだが、これで更に時間を稼げた。

　きっと、アンリはシャルロットを放置して先に進むと思っていたのだが、意外だった。

　ホッとしながら、宿の部屋に入った。街道沿いの、旅人たちで賑わう宿場町のいい宿屋だ。時には貴人も訪れるようで、アンリが手配してくれた部屋も広く綺麗だ。

　やれやれ、とまずは部屋に用意された水差しに向かう。本当に馬車は疲れるし酔いそうになる。

　水で喉を潤して、そして少し休もう。カップに水を入れ、口に含んだところで視界の隅に人物が映る。

　えっ、と振り返って見ると扉の所にアンリ王子が佇んでいた。水をふき出しそうになるのを慌てて飲み込んだ。

　もちろん、入室の許可はしていない。ノックも聞こえなかった。

　シャルロットが入室する時に後からついてきていたのだろう。

「っ、ゴホッ、アンリ殿下！」

「介抱しようと来たんだが、声をかけそびれた。まだ気分が悪いのか？」

　まだ休んでもないのに、そんなにすぐ治るわけないだろ！

　そう言いたかったが、王子さまに突っ込みを入れるわけにもいかない。

「……はい、水を飲んで少し休めば良くなると思います。あの、お急ぎでしたらどうかわたくしを置いて先に向かってください」

「ふむ、俺を引き留める気はないということは、向かっても無駄ということか」

「えっ……」

　静かな彼の言葉に息が止まりそうになる。驚いた表情で見返すのも仕方なかった。

　アンリは淡々と続ける。

「二人は別の場所に向かっているか、もしくは既に結婚してしまったか。どうだろう」

「まさかそんな。姉が結婚なんて思い切ったことをするとは、思えません……」

「そう。のんびりとして自立心はなさそうだったレティシア嬢が、駆け落ち婚を計画するとは思えない。相手の騎士殿もいつもと変わらない素振りだったが突然姿を消したという。一番様子が変わって見えたのは、シャルロットだという話もある」

　きっと、屋敷の中で配下に聞き込みをさせて、さっきこの町で報告を聞いたのだろう。

　一体誰だ、口の軽い使用人は。

　ムッとしながら反論する。

「誰が言ったかも分からない、噂程度の信ぴょう性に欠ける話ですわね」

「俺は、君が主導でこの駆け落ち計画が実行されたと思っている」

「まあ、そうなんですの？」

「だが、それならば君はエブラール公爵とどうしても結婚したいはずだ。姉を追い払って、己を後釜にするなら動機にも当てはまる。それなのに、シャルロット。君は嫌なんだろう？」

「ええ。わたくしは、姉の代わりに嫁ぐ気はありません。そのようなことは先方もお認めにならないでしょう」

「だったら君は一体、どうして」

　ここで、前世の記憶とか物語のあらすじとか言い出せるはずがない。そんなこと口にしたら、ヤバい奴と認定されて病棟にでもぶち込まれそうだ。

「……休みたいので、どうぞ退室してくださいませ」

　オブラートに包まず、早く出て行けと伝えてやった。こんなに失礼な言い方、今までされたことはないだろう。

　怒って出てってくれないかな。そう思ったのだが、アンリはにっこりと笑った。

　なんだか、とても楽しそうで、しかしぞくりと寒気がするような笑顔だった。

「休むなら、コルセットを緩めてあげよう。苦しいだろう」

　そう、コルセット。ドレスを着るためにウエストを締め上げるとんでもない下着だ。脱ぎたいが、これは侍女に締め上げてもらい脱がせてもらう物だ。

「では、女性の使用人を呼びます」

「生憎、貴族の子女を相手にするような気の利いた女性はいないそうだ」

「そんな。女性客も来るはずなのに」

「いいから、背中を向けてじっとして」

　抵抗をしようにも、彼は素早くシャルロットの背後を取るとてきぱきとドレスを脱がせていく。あっという間に、足元にドレスの波が広がった。

「あっ、そんな、殿下……っ」

「気分が悪いなら、呼吸を楽にしなければいけない。ほら、こうやって緩めるだけで体が休まるだろう」

　確かにそうだ。彼がコルセットの紐をほどいていくと息ができて体がホッとする。

　ついに全てがほどかれ、コルセットが脱がされた。楽にはなったが、身に着けているものはストッキングとショーツ、それにガーターベルトだけで上半身は裸だ。

「は、早く出て行ってください！　見ないでっ」

「ベッドまで運んであげよう」

「えっ、あっ！　やめてください！」

　静止を聞かず、アンリはシャルロットを横抱きにしてベッドまで運ぶ。シャルロットは両手で胸を押さえて隠すが、恥ずかしくて仕方ない。

　彼は笑みを浮かべたままベッドにシャルロットを運んでそっと寝かせた。靴まで脱がせてくれる。

　それが終わると、シャルロットは片手で胸を隠したまま上掛けを捲ってその中に慌てて潜り込んだ。このシャルロットの体は無駄にグラマラスで、足も腰も細いのに胸だけが豊かだ。胸が見えそうなのを上掛けで隠し、そしてアンリに告げた。

「殿下、ご親切には感謝します。ですが、もう出て行ってください。わたくしも、未婚の女性なんです！」

「そうだ。だが、エブラール公爵とも結婚したくないし、俺に言い寄る気配もない。君の目的は一体何なのだろう」

　あっ、と声をあげそうになった。

　そう、今までのシャルロットなら王子の妃の座を狙っていただろう。そうなってもおかしくない身分と立場だ。ただ、アンリ王子はガードが堅く、様々な令嬢に愛想良くは振る舞うが決して特定の女性を近付けるタイプではなかった。どうにか近付こうと虎視眈々と狙う女性たちと、ひらりとかわすアンリといった様相だった。

　それが、王子の方から近付いてきたのである。普通、貴族の令嬢なら舞い上がって王子に相手をしてもらおうと振る舞うはずだ。それをしないなら、将来をどう考えているのだと問われているのだ。

　くそ、それなら王子に媚を売っておけば良かった。

　いや、しかし媚びる演技をしたところで本心では離れたいと思っていることはすぐに見抜かれるだろう。

　シャルロットはアンリを近付きがたく恐ろしい登場人物、主人公だと思っている。

　だが、その本心を伝えるわけにはいかない。

「……わたくしはただ、結婚というものをしたくないと思うようになっただけです」

「では、その辺りのことをゆっくり聞かせてもらおうか」

　そう言いながら、アンリは帯剣していたベルトを解き、剣をベッドの脇に置いた。そして上着を脱ぎ、無造作に床に落とした。驚きに目を瞠っていると、靴を脱いでベッドに上がってくる。

　シャルロットはパニックになって上掛けの中に潜り込んで背を向けた。そのまま丸くなって大きな声を出す。

「ちょっと、やめてください！　出て行って！」

「嫌だ。俺は君にとても興味がある、シャルロット。今までの君は、よくいる普通の令嬢だったのに、どうしてこんなに変わってしまったんだ」

　彼も上掛けの中に入ってきて、そっとシャルロットを抱きしめる。裸の背中に、彼の衣服を感じた。それから耳の後ろや首筋にちゅ、ちゅと唇を押し付けられている。

「っ……」
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　体に力が入り、ぐっと自分を抱きしめるがキスされる感覚はなぜか快感を伝えてくる。

　なぜ、どうして好きでもない人に無理に触れられているのに。

　無理やりのはずなのに、優しく慈しみを感じる唇だった。

　甘い声が耳の後ろで、囁く。

「力を抜いて、体を楽にするんだ」

「あ、貴方が出て行ったらそうします！」

「体が冷えているだろう。温めなければ」

　確かに、緊張と馬車の酔いで体が冷えているのかもしれない。けれど、寝ていたら勝手に温まるはずだ。

　それなのに、アンリの手はゆっくりと体を撫でていく。彼の手のひらは温かく、段々と体がポカポカしてきた。

　もちろん、温かくなるだけではない。

「あっ、ん……っ」

　まだ肝心な場所には触れられていないが、半裸で抱きしめられて体中を撫でまわされているのだ。不本意なことだが、シャルロットは感じてしまっていた。

　性感をやんわりと刺激されて、声が抑えられない。体は熱くなってきて、下着が濡れている。腿を閉じ合わせようとするが、どうしてももじもじと動かしてしまう。

「だいぶ、温まったようだな。次は、体をほぐそう」

「え……」

「うつ伏せに寝て。そう、この枕を使うといい」

　なんだか分からないが、アンリが身を起こして枕を渡すのでそれを胸に抱いてうつ伏せになった。丁度、胸が痛くなく体を伸ばせる。

　すると、アンリはごく柔らかな力で首筋をほぐし始めた。ゆっくりと撫で、押して固まっていた筋肉を柔らかくしていく。

　これは、マッサージというものではないだろうか。

　前世ではマッサージは痛いものという認識があったが、これは違う。とても気持ちが良くて蕩けそうだ。

「あっ、あぁ～……」

「だいぶ、体が硬くなっていたようだな。こんなに緊張状態では、気分も悪くなるはずだ」

　アンリの指は、肩や背中、腰をするすると撫でて力を抜かせた。

「はぁっ、あん……殿下はなぜ、こんなことができるのですか……」

　熟練のマッサージ師も敵わないような、極上の腕だ。

　こんなこと、王子さまができるなんておかしい。そう思って尋ねると、アンリは事もなげに答えた。

「武芸の訓練をしていると、怪我が付いて回る。その中で、気負って体が強張っている時ほど失敗し、痛みが長引き怪我をすると気付いたんだ。緊張を緩め、体を柔らかくしていると怪我も少ない」

「はい……」

「ならば、意図的に筋肉を柔らかくするにはどうすればいいか。人体解剖の書物を読んだり、色々学んだりしたが、温めて触れて、力が抜けるようにすればいい」

　そう言いながら、アンリの手は尾てい骨の当たりをくすぐるように押す。

「あっ……！」

「痛かったか？」

「いえ、痛くは、ないです……」

　それどころか、体がびくつくほど気持ちが良かった。下着がいっぱい濡れているのが知られたらどうしよう。そう思うのだが、体の力が抜けるような絶妙な快感を与えられる。

　これは、マッサージなのに。

「ストッキングも脱いでおこうか」

「で、でも……」

「破れてしまっては替えがないだろう」

「………………」

　ガーターベルトとストッキングをするすると脱がされる。そしてまたマッサージの再開だ。

　アンリの指が腿からふくらはぎ、足先までたどり着いた時にはシャルロットは力が抜けて蕩けてしまっていた。

　含み笑う声が聞こえる。

「次は、仰向けに」

「っ、でも……」

　ショーツ一枚の姿ではさすがに恥ずかしいのだが、アンリは気にせずシャルロットを起こし、枕を頭の下に置きなおしてくれた。そのまま寝るように促されると、抵抗する気力も湧かずに素直に仰向けになってしまう。

　そして、また肩や腕からマッサージだ。たまに、胸の先端が彼の衣服に擦れてたまらない刺激になる。

「あっ、あぁ～……」

「気持ちいいか？」

「は、い……」

　素直に返事をしてしまった。すると、くくっと喉の奥で笑われた気配がする。

　恥ずかしくて目を開けることもできないが、シャルロットはつい問い詰めるようなことを口にしてしまった。

「いつも、こんなことをされているんですか」

「女性には初めてだな。痛みがひどそうな部下や、自分の体にはしている」

「そう、ですか……」

「ふっ、気になるか？」

　何だか、嫉妬にかられた女のようなことを言ってしまった。

　恥ずかしくなって首を横に振る。

「違います。だって、上手すぎるから……。こんな風に、部下の方にも触れられているのですか」

　すると、アンリは事もなげに否定した。

「まさか。部下にこんなに丁寧に触れるわけがない。触っても楽しいものではないだろう」

　では今は楽しんでいるのだろうか。やっぱり、恥ずかしいし見られたくない。

　そもそも、こんな状況おかしすぎる。

　雰囲気に呑まれていたが、もうお断りしていいだろう。

「もう、気分は治りました。大丈夫なので、やめてください」

「まさか。ここからが一番楽しいのに」

「えっ、あっ……！」

　体中を撫でまわされていたが、今まで触れられていなかった胸の先端をきゅっと摘ままれてシャルロットは声をあげた。そのまま、くりくりと摘まんで刺激を与えられると、下腹部がきゅんとした。気持ちが良すぎて、声を我慢するのがやっとだ。

「また力が入っている。さっきと同じように、力を抜いて受け入れろ」

「やっ、ダメです。こんな、いやらしいこと……っ」

「これくらいで何を言う。いやらしいとは、こういうことだろう」

　アンリは胸の先端をぺろりと舐め上げた。そのまま、唇に胸の先端を挟んで吸ったり舐めたりしている。

「あっ、やめてください……っ、あぁんっ！」

　同時に、ぐっしょり濡れた下着の上から指を遊ばせる。筋に沿って上下にゆっくり擦られると、勝手に腰が揺れた。上部にある突起に触れられると、もっと触ってほしくて下半身を突き上げてしまうほどだ。

「ふふ、こんなに濡れて感じているんだな」

「やっ、いやぁ……やめてぇ」

「まだ、もっと感じるんだ。何もかも、身も心も俺に委ねられるように」

　この人は、体を篭絡して自白させようとしているのだろうか。

　そんな、エロゲーみたいな展開になるなんて。これ、少女向けの小説だったからそんなシーンはなかったのに。

　だが現に今、シャルロットは敏感な突起を撫でまわされ悶絶している。

　さっきのマッサージと同様に、強い刺激ではない。達するような鋭い快感は与えず、じわじわと性感を高められている。

「あっ、あぁっ、はぁん……」

「ここも大体ほぐれたか。ならば、これも脱いでしまおう」

　そう言うとアンリは下着を脱がせてしまった。そして、足を開かせその間に陣取る。

　彼の視線が、下腹部に集中しているのを感じた。シャルロットは思わず顔を両手で覆った。

「いや、見ないで……」

　そんな制止を聞くアンリではない。

　襞をゆっくりと割り開いて、一番敏感な突起を剥きだしにするとそこにちゅっと口付けたのだ。

「あんっ！」

　今までにない刺激に思わず声をあげると、彼はふふっと笑って言った。

「シャルロットのここは小さいのに敏感だな」

「や、やめてください、本当に……」

「俺を見るんだ、シャルロット」

「…………」

　嫌だ、見たくない。そう思って無言で顔を隠したままでいると彼はおかしそうに言う。

「見ないなら、こうだ」

　そして小さく敏感な尖りに歯を当てると、甘噛みをした。痛みはないが、痺れるような刺激に体が跳ね上がる。

「きゃぅっ！」

「シャルロットは少し痛い方が感じるのか？　それなら……」

　更なる激しい愛撫の予感に、シャルロットは慌てて手を顔から除けた。そして哀願する。

「お願い、もうこんなことはやめて。ひどい……」

「だったら、知っていることを全て話せ。君の目的と、レティシアの居場所は？」

「……っ」

　目的って、青髭公爵は危ない奴だから結婚したくない、姉と結婚しても危険な展開になりそうだから止めた、なんてことを言えるわけがない。精神的にヤバい奴だと認定されるのはこちらの方だ。

　この物語のあらすじについて、誰にも言うつもりはなかった。

　しかし、あらすじとか物語とか言わずに何とかふんわりとした語りに変えて、危険性をこの王子に伝えることはできないだろうか。

　一瞬、シャルロットはそんな風に考えた。

　しかし、無理だろうと思いなおす。そんな都合のいい風に彼を誤魔化すのは難しい。

　余計なことを言い出したら全て吐き出してしまい、そして病棟送りにされるかもしれない。それに、物語の中で主人公にそんな働きかけをしたら何がどう変わるのか、想像もつかない。

　だから、黙るしかない。知らぬ存ぜぬを突き通すべきだ。

　その一瞬の逡巡を、アンリは見逃さなかった。

「なるほど、言えないことがあって何も話さないつもりか」

「あっ、違います。わたくしは、何も知らなくて……」

「さすがに白々しい嘘だと分かるぞ。君は何かを知っていて隠しているということも。だが、すぐに口を割らなくてもいい」

　そう言うと、アンリは濡れそぼった蜜孔につぷり、と指を挿れた。すっかり柔らかくなっているそこはなんなく指を受け入れ、歓迎するようにきゅうっと締め付けた。

「あっ、そんな、そこは……っ」

「狭いな。でも、よく熟れている」

　アンリは指を動かし、中を弄り始めた。擦り、愛撫をしながら探るような手つきだ。

　その指は無事に目当てのものを見つけ出した。敏感な尖りの裏側に当たる部分を指の腹でくいっと押された瞬間、シャルロットはびくんと体を跳ねさせ嬌声をあげていた。

「ひぁっ！」

「こうやって、君の体を調べる方が楽しいからな。ゆっくり探らせてもらおう。話はその後だ」

「あぁっ、やっ！　だめぇっ、そこ、あぁんっ」

　アンリの指に合わせて淫らな音がくちゅっ、ぐちゅっと鳴っている。そこには確かに快感があって、シャルロットは己の体が彼によって変えられていくことを自覚した。

　嫌なはずなのに、やめなきゃいけないのに、腰を揺らして感じてしまっている。

　アンリの指は巧みで、感じるところを掠めたかと思うと別の部分を刺激し、またいいところを擦る。そして外の敏感な突起にも触れることを忘れない。

　シャルロットの快感はたちまち膨らんでいき、今にも弾けそうになった。

「あっ、あーっ！　も、だめぇ……っ！」

　腰を浮かせ、もう達するという時になると彼の指はするり、と中から出て行ってしまった。

　後には、中途半端な火照りが残される。下半身が蜜にまみれてベトベトだった。

　はあ、はあと荒い息でアンリを見上げると、彼はにこりとして言った。

「まだイかせない。シャルロットが、俺の名前を呼んでイきたいってお願いするなら望みを叶えてあげよう」

「……言いません、そんなこと」

　エロ同人じゃないんだから。

　エッチなことをして口を割らせる、みたいな展開もエロ漫画じゃないんだから！

　自分はそんなことしないし、そもそもこの物語もそんな話じゃない。

　シャルロットは今の己の恰好も鑑みないできっぱり言った。

　王子の目が細くなった。本当に楽しそうに笑っている。

「可愛いな、シャルロットは。その時が待ち遠しい」

「で、殿下は、殿下こそ、一体何が目的なのですか」

　反撃し、一矢報いようと問いかける。

　しかし、裸で足の間が濡れそぼっている状態では何の威厳も感じさせられない。

　それでも、恥ずかしいところをもう見られたくないと腕で胸を隠しながら彼を見つめる。

　アンリはようやく、足の間から退いてくれた。

　そして、添い寝をして隣で横になってシャルロットを見つめる。

「俺は昔から、何事もある程度の予測がついていた。この後どうなるのか、何となく分かるんだ」

　未来予知みたいなものだろうか。

　黙って聞いていると、彼はシャルロットを抱きしめて言った。

「それは確実性があればとても重宝するものなのだろう。幼い頃には皆が同じだと思っていたが、そうではないことも気付いた。教育係にはギフトだともてはやされた」

「ギフト……」

　現代でも、特別な能力があればそれをギフトと呼ぶと聞いたことがあった。この世界ではそんな能力が……？　いや、しかしアンリ王子以外の人はそうではないらしい。

「ああ。とても便利で国の政に携わるには最高のギフトだ。だが、全てにおいて予測通りの人生など、つまらない。退屈だった。シャルロットと会うまでは」

「え……」

　思わぬ話の進み方に、背中に冷や汗が流れる。

　このままじゃ、王子にとっての初めての「おもしれー女」になってしまうのでは？

　その危惧通りに、彼は告げた。

「君は予測がつかない。俺には今も、シャルロットの目的や言動の意味が全く分からないんだ。それが、とても面白くワクワクさせてくれる」

「そんな、わたくしなんて全然面白みがない女です」

「フッ。さあ、もう体調は戻ったな。今から出発したら今日中には式場に着くだろう。馬車に戻ろう」

　えっ、今からまた移動するの？

　そう思ったが、嫌がったらベッドで続きが行われてしまう。

「………………ハイ……」

　シャルロットは渋々と返事をし、身を起こしたのだった。

















第三章












　着替えはアンリが手伝ってくれた。

　しかし、コルセットはなしでそのままドレスを着ている。

　それに、下着も穿いていない。ぐっしょりと濡れていて、穿けなかったのだ。

　つまり馬車という密室空間で、下着なしでアンリと過ごしているのだ。

　最初に馬車に乗っていた時は、二人は離れて黙り込み、よそよそしい空気が流れていた。

　だが、今は違う。

「ほら、こうしたら酔わないだろう。シャルロット」

「あっ、あぁんっ……！　だめぇ……」

　シャルロットの胸は広い襟ぐりから零れ落ち、胸の先端を弄られている。それだけではなく、アンリの指はスカートの中にも忍び込んでいた。

「でも、ここは喜んでいる。俺の指を嬉しそうに締め付けて」

「あっ、そこ、弄っちゃ……！　ふぁぁ……っ」

　彼の指は今や二本、蜜口に挿し込まれていた。馬車の振動で、アンリが指を動かすまでもなくくちゅ、くちゅと水音がなる。

「駄目だと言いながら、自分でいい所に当てているじゃないか。いやらしくて可愛いシャルロット」

　その通りだった。腰が動いて、さっき弄られた中の感じる箇所を探し求めてしまう。恥ずかしくて泣きそうだった。

「やだぁ！　嫌なのに……っ、あんっ、あぁー……っ」

「あぁ、可愛い。涙目になりながら腰を動かして。俺を煽りすぎだ、シャルロット。もう今すぐにでもここで無理やりに奪ってしまいたいほどだ」

「だ、だめっ、そんなの……」

　否定しながらも、それでもいいと思ってしまう。

　彼に抱いてもらって乙女じゃなくなった方が、青髭公爵と結婚しなくて済む。

　だがそれは言い訳だ。もちろんそれもあるのだが、とにかくこの終わりのない快感を早く終わらせてほしかった。

　本当に、エロ同人のように彼をくださいとおねだりしたくなるほどだった。

　いや、そんなことはしない。したくない。

　でも、でも……。

　このシャルロットの葛藤を、アンリ王子は確実に読み取ったのだろう。

　くくっと喉の奥で笑い、凶暴なまでに艶のある欲望を視線に込めてきた。

　そんなに色気のある瞳で見つめられたら、すぐにでも抱いてほしいと言いそうになる。

　だが、シャルロットは口を噤んだ。しかし蜜孔は素直に反応し、彼の指をきゅうきゅうと締め付ける。その反応に、黙っているアンリではない。

「やっぱり、シャルロットの体は正直だな」

「や、やだぁっ……」

「これからは、答えは口ではなく君の体に求めることにしよう」

　アンリはシャルロットが達しそうになると巧みに愛撫を変え、焦らし続ける。

　気付けば、シャルロットは彼の膝の上の足を広げて跨り、指を挿れられたまま腰を振っていた。

「やぁっ、嫌なのに……っ、イきたい、イきたいのぉっ……！」

「ほら、シャルロット。どう言えばいいかは教えただろう？」

「あーっ、アンリ殿下、アンリ殿下ぁ……っ！」

「殿下は要らない」

「アンリ、アンリぃ……、お願い……」

「何をお願いか、ちゃんと言うんだ」

　この時のアンリの表情は、とろりとした色気にまみれて充てられるほどだった。シャルロットの蜜肉はきゅんきゅんと反応する。

　もう気持ちいいことしか考えられなくなって、シャルロットはたまらず言った。

「あぁっ、アンリ、お願い。イかせてぇ……」

「じゃあ、俺に口付けて」

　さっきより条件が増えているような気がする。しかし、快楽への誘惑はシャルロットの頭から知性を奪っていた。

　言われた通り、アンリと唇を重ね合わせる。

　彼はぺろり、とシャルロットの下唇を舐めると深いキスを始めた。侵入してきた舌が下唇の内側を舐め、歯列をなぞってくる。戸惑っていると、誘うように舌先をつついてくる。

「んぅっ、ん……っ」

　舌をぬるりと舐められると、こんなに気持ちいいなんて知らなかった。

　驚いていると、舌同士でぬるぬると擦り合わせられる。これもたまらなかった。

　シャルロットは夢中で口付けながら腰を振った。

　すると、アンリの指が中の一番感じる所を重点的に攻め始める。

「んっ、んっ！　ふぁぁっ……！」

「イっていいよ、シャルロット」

　唇を重ねたままアンリが囁く。すると、悪戯な指は中と敏感な突起を同時に弄りだした。

　強烈な快感が中と外、どちらにも発生し弾け飛ぶ。

「んーーーーーーっ！」

　嬌声はアンリの喉の奥に吸い込まれていった。

　うるさくならないよう、彼が口付けで声を抑えてくれたのだろう。

　シャルロットは彼の膝の上でがくがくと体を震わせ達し、快楽の余韻まで存分に味わった。

　体の硬直が解け、くったりと力が抜けるとアンリにもたれかかってしまう。

　早く退かなければ、重いし失礼だろう。

　やっと思考力が帰ってきた。それに伴って冷静にもなる。

　なんということを……なんてことをしでかしてしまったのだろう。

　しかも、その直前まで「エロ同人じゃあるまいし」とか思っていたのに、まさにそのような展開に自ら持っていってしまった。

　恥ずかしいし、いたたまれない。

　シャルロットは目を伏せてアンリと目を合わさないように、彼の膝から降りた。隅っこに座りそそくさと衣服を整え、身を固くして面を伏せる。早く目的地に着くことを祈るばかりだ。

　しかし、狭い馬車の中のことだ。アンリの視線を遮ることはできない。

　彼はおかしそうに言った。

「どうしたんだ、急によそよそしくなって。ひょっとして、恥ずかしくて拗ねてるのか」

「す、拗ねてなどいません……」

「じゃあ恥ずかしくて俺を見られないのか。ふ、可愛いな」

「……っ」

　そんなことを甘い声で言われる身にもなってほしい。

　シャルロットは何とも形容しがたい衝動に襲われ、胸を掻きむしり叫びそうになった。甘酸っぱくからかわれるなど、以前の自分には全く無縁の状況だったと分かる。既に過去が遠い記憶となってあまり思い出せないのだが、それでも自分はこんなことをする人ではなかった、と思う。

　それに、シャルロットだってわがままで浅はかな小娘だった。それ故に命を落とすことになるほどの。

　だから、今ここで王子さまといちゃつくなんてあり得ないのだ。

　羞恥で顔も体も熱くなり、いたたまれない。

　目を逸らすが、彼はあごを持ってくいっと己の方へと向けた。

「可愛いシャルロット。もっと君のことが知りたい。どうすれば教えてくれる？」

「や、やめてください。わたくしは、面白みなんてないですし教えるようなこともありません……」

　顔は背けられないが、目線をはずしたまま言い返す。だが、アンリはまた楽しそうに告げた。

「そうだな。知りたいことは教えてもらうより、自分で暴く方が性に合っている。これからゆっくり、シャルロットのことが分かるように付き合っていこう」

　次は答えを要していないようで、言い終わると顔を寄せ唇を重ねる。

　すぐに先ほどのように舌が侵入してきて、咥内を舐めまわされる。

　ぬるぬると舌を絡め合わせると、またシャルロットの下腹部は熱を持ち始めた。

　さっき、恥ずかしい思いをしたばかりなのに。もう、これ以上は駄目なのに。

　けれど、やめられない。

「あ、ん……っ、もう、ダメぇ……」

「もうすぐ到着する。キスだけだから……」

　彼の言葉は正しかった。アンリはキスだけをして、体に触れたりそれ以上のことをしたりしなかった。

　けれど、シャルロットの体はぐずぐずに溶けてしまい、さっき教えられた快感で疼いている。

　式場のある村に到着して馬車を降りた時には、足の間がドロドロに濡れて内股になっていた。

「シャルロット、エスコートしよう。暗くなって足元も危ないだろう」

　確かに、外はもう日が暮れて暗くなっている。だが、それが原因でのエスコートではなくアンリもシャルロットがまともに歩けないと分かっていて申し出ているのだ。自分の状況と、それを彼に把握されていることが恥ずかしくてたまらない。

　それでも、断ってちゃんと歩けないと更にみっともないことになる。

　シャルロットは差し出される腕に手をかけ、せめて少しは貴族の子女らしい威厳を保とうと背筋を伸ばして歩き始めた。

　アンリとその配下の人が少し聞き込みをしただけで、レティシアと騎士はこの村の宿屋に泊まっていることが分かった。

　正気か、と突っ込みたくなる。

　ここは自国ではなく、レユニオン王国。青髭公爵の国だ。

　確かに、ここでは法律が緩くて誰でも結婚できるが、青髭公爵にバレたらどうするつもりなんだろう。結婚だけしてすぐに国に戻ると思っていたのに。そのように指示書にも書いてあった。

　シャルロットはそんな思いを口には出さずに、彼らがいる宿屋へと共に向かう。

　その宿屋は、一階は食堂兼酒場として営業しているようで、シャルロットたちが着いた時には二人の結婚祝いでどんちゃん騒ぎの最中だった。宿に居合わせた人たちがレティシアとジュリアンを祝福し、飲んで大声で喚いている。

　その温かで騒々しい空間は、シャルロットとアンリが入ることでシンとなってしまった。

　まずレティシアが二人を見つけて顔を強張らせ、それに気付いたジュリアンが彼女を庇うように立つ。新婚夫婦のその様子に、人々は不思議そうに視線を追いかけ、そしてアンリを見つけて次々に口を噤む。

　きっとアンリのことを、駆け落ちした女を追いかけてきた婚約者だと思っているのだろう。

　シャルロットはモーゼの海割れのように人々が道を開けるのを、アンリにエスコートされたまま悠々と歩いていった。

　皆は固唾を飲んで話を待っている。この村ではこういう揉め事も込みで楽しめるエンタメのような扱いになっていると推測できる。確かに辺境では娯楽が少なく、こういうのが盛り上がりそうだが。

　レティシアの前まで来ると、先に口火を切ったのは彼女だった。

「私、戻らないわ。もう彼と結婚したのだから！」

　なぜか誇らしげにさえ言うが、きっとこの後のことはノープランだろう。

　シャルロットはあっさりと首を縦に振り、肯定して言った。

「ええ。ではなおのこと、この国から出た方が良いでしょうね。ここはレユニオン王国。彼の公の国なのですから」

「えっ……そうなの？　ここはレユニオンなの？」

　それくらい分かるだろうというつもりで言ったのだが、シャルロットは姉の言葉に絶句した。

　レユニオンに駆け落ち婚ができる式場があるというのは有名で、誰もが知っている常識だと無意識に思い込んでいた。てっきり姉も分かっていると思い込んでいたのだが、常識外の箱入り娘だったようだ。

　無言のシャルロットをよそに、レティシアはジュリアンに尋ねる。彼女の騎士が曖昧に頷くと、アンリが口を挟んだ。

「そうだ。わが国としては公と事を構えたくない。だから、君が婚約を破棄するというなら穏便に済ませるために少し姿を隠してもらう必要がある」

「でも、どこに？　それに、私が姿を隠してどうなるの？」

　ふわふわとした頭で何も考えが及ばないいつもの姉だ。そんなレティシアをジュリアンは背中で庇い心配そうにしているが、アンリは冷たい視線だった。

　あからさまに興味がないと言っている表情だ。

　アンリにとって、レティシアはつまらない女で先が読めるということだろう。

　アンリは冷たく平坦な口調で告げた。

「場所は私が手配しよう。お前が堂々と他の男と結婚したというのは祖国にとってまずいと分かるか？」

「そんな……」

「体調不良や病など、当たり障りのない理由で断る必要がある。その時にお前がぴんぴんして騎士といちゃついていると交渉もできなくなる」

「私の存在が、そんな風に思われるなんて……」

「お前は事の重大さを分かっているのか？　よくそれで駆け落ちまで完遂できたものだな」

　興味がないどころか、姉への当たりがキツい。ふわふわ系女子とアンリの相性は悪いようで、軽くイラついているみたいだ。ここであれこれアンリに突っ込まれても話がややこしくなる。

　シャルロットは助け船を出した。

「とにかく、今夜はもう遅いのですから明日に出発するよう用意をしましょう。アンリ殿下が手配してくださるなら、お任せした方がいいわ」

「信じても、よろしいのですか？」

　レティシアはアンリにおずおずと尋ねる。

　ここで意固地にならず素直に頼るから姉は可愛げがあるのだな、という感想をシャルロットは抱いた。

　アンリは頷く。

「明朝、迎えにくる。困ったことが起こらないよう、護衛の部下を置いていく。ではまた明日」

　言い捨てて、アンリはくるりと向きを変えて宿を後にした。

　もちろん、エスコートはそのままだ。

　シャルロットも当然のように宿を去ったが、小声で尋ねる。

「アンリ殿下、わたくしたちもこの宿に泊まる方が良かったのではないでしょうか」

「別の宿に宿泊する。シャルロットは声を聞かれると気まずいだろう？」

「なっ、殿下、まさか……」

　彼はまた淫行に及ぼうというのだろうか。姉の駆け落ち婚が決行されていた以上、もう終わったと思ったのに。

　アンリは淫靡な笑みを浮かべ甘く囁いた。

「あれで終わりなわけがないだろう。君を暴いて、味わうのはこれからだ」

　その色気に当てられ、シャルロットは腰が砕けそうだった。

「もう、やめてください……」

「まだ何もしていないよ、シャルロット」

　とろりとした甘い視線で見つめられる。そこには欲望がふんだんに込められていて、怖いと思うのに下腹部がきゅんと疼いて仕方なかった。










　シャルロットたちが泊まる宿は、アンリの部下が先に手配してくれていた。

　落ち着いた雰囲気の、大きな宿だ。すぐに部屋に通されたが、中も広く清潔だった。

　シャルロットはびくびくしていたが、アンリは今度は宿の女性従業員を侍女につけてくれた。その侍女によってシャルロットはまず、お風呂に通された。

　行き届いた従業員で、シャルロットたちに興味はありそうだが余計なことは聞かないし話しかけない。

　必要な物を聞かれたので、入浴している間に着替えの服と下着を用意するようお願いしておいた。旅の汚れをさっぱりと落とし、用意してもらった清潔な衣服に着替える。

　部屋に戻ると、夕食用のテーブルセッティングがされていた。この部屋で食事ができるのだ。

　体を洗って、いやらしい気分から持ち直せた。それに、お腹も減っている。シャルロットは食事を楽しみに席に着いた。もちろん、アンリと同席だが気にせずたくさん食べてやろうと考える。

　鄙びた田舎の宿の食事だろうと、高いレベルのものを求めてはいなかった。しかしなかなか、人も物も行き来が盛んな村のようだ。出された肉も野菜も新鮮で、美味しい。ワインもアンリの舌に適うものだったようで、彼はテイスティングに頷いて赤ワインを嗜んでいる。

　食事しながら話すのは、やはり姉たちのことだ。

「アンリ殿下は、姉とあの騎士の面倒を見てくださるのですか」

「ああ。あのジュリアン・ロンデックス……ロンデックス家は今でこそ地方在住で身分もないがさかのぼれば貴族だ」

「そうなのですか？」

　初耳だったので驚く。ただの田舎出身のモブ騎士だと思っていて、姉の相手のことまでは調べていなかったのだ。

　アンリは頷き、こちらを見て口を開いた。

「数代前に失脚し、何もかも捨てて都落ちすることになったようだ。だが、現在では地方豪族のような存在となって力を取り戻しつつある。だから、ジュリアンを王都にやって騎士学校に入学させることもできた。その後、首席で卒業し侯爵家に仕官が叶ったのは彼の実力だろう」

「なるほど。優秀で家系図を持っていたのですね」

　あまり家で働いている人たちのことを気にかけたことがなかったが、確かに何もない者が突然就職できる場所ではない。

　しかし主である姉と駆け落ちするような騎士を雇う家はあるのだろうか。

　その考えを読んだかのように、アンリは告げる。

「ジュリアンは俺の私兵にするつもりだ」

「えっ、そこまで面倒を見てくださるのですか……」

　姉が隠れる場所まで用意してくれるのだ。そこまで頼り切りでいいのだろうか。

　そう心配したのだが、しかし、彼はニヤリと悪い笑みを見せた。

「エブラール公爵との婚約破棄のためには、レティシアを隠してしまうのが一番いい。そして、ジュリアンの剣の腕は本物だ。身分には拘らず腕の立つ者を一人でも多く傍に置きたい。レティシアと共に面倒を見るのが一番いいだろう」

　これは、姉が人質状態になるのではないだろうか。ジュリアンを真剣に働かせるために『お前の嫁さんも我の手の内だが』って言うような。

　シャルロットはそれについては応とも否とも言わず、別のことを口にした。

「……それほど、ジュリアンの腕は良いのでしょうか？　先ほど見た限りでは、あまり頼りになる様子には思えませんでしたけれど」

　レティシアを守る様子は見せていたが、なんだかしっかりはしていないように感じた。

　だが、アンリは別の意見のようだ。

「レティシアが奴に惚れた切欠きっかけも、数人の暴漢をあっという間に倒して守ってくれたからだ。俺の配下も一対一ではおそらく、ジュリアンに敵わないだろう」

「そんなに。それでは殿下も私兵にされたがるわけですね」

「シャルロット、俺のことは名前で呼ぶように言ったはずだが」

　アンリの声が甘く響く。

　淫靡な記憶が蘇って、シャルロットの下腹部はまたしても疼いた。

　これは、まずい。

　これからアンリに誘われたら、断っても口だけが嫌がって体は素直、という状態になってしまうではないか。

　シャルロットは先ほどまで考えていた、できるだけ雰囲気をぶち壊す話題を持ち出すことにした。

「申し訳ございません、慣れないもので。その、アンリは、わたくしの目的を知りたいとおっしゃっていましたよね」

「ほう……」

　今それを言うのか、と彼は食事をやめてシャルロットを見つめる。

　その視線を受け止め、頷いて口を開いた。

「わたくしの目的はもう果たせました。それは、わが侯爵家とエブラール公爵との関係を断つことです」

「それでは、レティシアの駆け落ちを計画しそそのかしたのはシャルロット自身だと、自白するのだな」

　やっぱり、そこも追及される。

　しかし、ここを誤魔化しては話が進まない。

「はい、そうです。わたくしは、修道院を隠れ蓑に姉の背を押しました」

　己がしたことを説明すると、アンリは面白そうな顔をした。

　それから、動機について問いただす。

「ふむ。それではなぜそのようなことをした」

「殿下は、先を見通す力があると、そうおっしゃっていましたよね」

「ああ、それが何か関係あるのか」

　彼は大体のことを予測できて、その通りだから人生つまらない、という風なことを口にしていた。

　その設定をパクった、いや、オマージュして話の辻褄を合わせようというシャルロットの戦法だ。

「わたくしも、知ったのです。人を見て誰がどうなる、という予言ではありません。ですが、このままだとわたくしも姉も亡くなり、侯爵家は没落してしまうという未来を知ってしまったのです」

「一概には信じられないが、それをなぜ知ることになったんだ」

　自分の能力のことはさも当然のように言っていたくせに、未来予知については疑うアンリ。突っ込みたかったが、シリアスシーンを続けようと突っ込みはやめておく。

「夢で見たか、啓示だったかは分かりません。けれど、この先はこうなるという道筋をある日、思い出したのです」

「思い出した？」

「見ていたことを思い出したというか、とにかく頭の中に浮かんできたのです」

「ほう……」

　疑わしげだが、真っ向否定はしないアンリ。

　シャルロットは続けて説明した。

「わたくしは、まさかそんなことがと思いました。夢でも見たのか、こんなことが現実に起こるはずはないと。けれど、姉が求婚された後に嫁ぐのは嫌だと嘆き悲しんでいるのを見て、このままでは予知通りになってしまうと感じたのです」

「レティシアもシャルロットも死ぬということだが、死因は？」

「お姉さまは自死です。ジュリアンとの仲を引き裂かれ、無理に嫁がされることを悲観して。そしてわたくしは、お姉さまの代わりにエブラール公爵に嫁いで、そこで殺されることになります」

「ふん。やはり、何の証左もなくただの妄言に思えるな」

　まあそうなのだが、容赦のない言い方だ。

　それでも、シャルロットは言いつのった。

「わたくしは殺されても行方不明とされ、姉妹揃って不名誉だとわが家は面目を失い没落。その後もエブラール公は何人も妻を求め、その度に殺すという未来でした」

「それが本当なら、彼の公は殺人鬼ではないか」

「アンリさま、それを調べていただけませんか」

　突然の依頼に、彼は瞬いた。

「公を調査だと？」

「はい。これもわたくしの推測なのですが、連続殺人を起こすなら、それまでに前兆のようなものがあると思うのです。小動物ですとか、今までに彼の周囲でいなくなった人ですとか、何か手掛かりがないかを調べてほしいのです」

　虫や小動物を殺していくうちに、子供を対象にする猟奇殺人犯になると聞いたことがある。前世でのフィクションだったか何かは記憶が曖昧だが、そういうこともあるかもしれない。

　しかし、シャルロットのお願いを彼はにべもなく正論で返す。

「だが、彼の公とは関係を断ちたいのだろう。それならば今また彼の周囲をつつくような真似はしない方がいいだろう」

「それは、もちろんそうなのですが。わたくしと姉が無事でも、他の女性が被害者となる可能性もあるのです。わたくしの心の安寧のために、調べていただけたらとお願いしたいのです」

「君のお願いの仕方によるな」

「え……？」

　だったら、やってもらえる可能性はあるのだろうか。

　シャルロットとしては、もし物語の筋が違ってこれからは殺人が起きないならそれでよし。けれど、もう殺人の前兆があるなら何とかできたらいいな、アンリが何とかしてくれたらいいな、という考えだ。

　小首を傾げると、アンリはにっこりと笑みを浮かべる。

「仮にも他国の王弟殿下が公爵閣下の周囲を嗅ぎまわるのはリスクがある。それも、こちらから一方的に婚約を破棄して縁談を取りやめた上でだ。わが国にも、俺にもメリットはないだろう」

「それは、その通りでございます……」

「だが、可愛いシャルロットがどうしてもとねだるならば、やぶさかではない」

「それって……」

　ここにきて、またエロ同人のような展開になりそうだ。

　口ごもるシャルロットに、アンリはワイングラスをぐっと呷ってから立ち上がった。

　そして、シャルロットの手を引いて寝室へと向かう。

「せいぜいおねだりをしてもらおう。俺も君を可愛がりたい」










　ベッドに腰かけて、抱き寄せられる。

　それだけで心臓が早鐘を打って鼓動が耳に鳴り響いた。

　緊張していたが、シャルロットは覚悟を決めた。

　もうここで、純潔を捨てるしかない。そうして青髭公爵との結婚の可能性をなくしてしまえば、きっと命は安泰だろう。

　その先はどうなるか分からないが、まあ死ぬよりはマシだろう。

　髪を撫でられ口付けられる。それでも無抵抗なシャルロットに、アンリは顔を覗き込んだ。

「もう嫌がらないのか？」

「は、い……」

「やめないなら、最後まで奪う。それでもいいんだな」

　最後通牒に、こくりと頷いた。

　すると、アンリは耳や首筋を撫でながら囁く。

「最初の予想では、シャルロットが姉の駆け落ちを手伝った、もしくは主導したのは己がエブラール公爵夫人となるためだと思っていたが」

「本当に、違うのです」

「ここで俺に抱かれると、君はその資格を失う」

「はい」

「俺の妃の座も、ここで抱かれるなら得られない。それは分かっているんだな」

　王室に嫁ぐには乙女でないといけないのは、こちらの国でも同じことだ。

　浅はかにも王子に色仕掛けをし、見初めてもらおうとする女と思われたのだろうか。

　だが、そう思われた方が一度の情事で飽きられることだろう。

　今回限り。そう割り切った方が絶対いい。

　気持ち良すぎて、アンリ王子の体にハマってしまうとヤバい。

　シャルロットはそう考えて言った。

「ええ。でも、エブラール公爵の調査だけはお願いしますね。わたくし、本当に心配で……あっ」

　最後まで言えなかったのは、押し倒されてベッドに背がついた状態だからだ。

　彼は両手首を押さえ込んで見下ろして言った。

「他の男の名を口にするな。今からは俺の名前だけを呼べ」

　そんな、理不尽な。

　しかし、シャルロットは言い返さずに頷いた。

「はい……アンリ」

「シャルロット……！」

　彼の何かに火を点けてしまったようだ。アンリは貪るようなキスをして舌を激しく掻きまわす。それは咥内を犯されているようで、シャルロットは息を漏らした。

「ふっ、ぅっ、んんっ……」

　苦しいのだが、それだけではない。口付けだけで先ほどの快感が呼び起こされる。

　もうシャルロットの体は、アンリによって変えられてしまったのだ。

　深いキスが終わる頃には目がとろんとして、アンリの与えてくれるものが待ち遠しいほどだった。

　彼は慌てずにゆるゆるとシャルロットの服を脱がし、そして己の衣服も脱いだ。

　アンリの裸を見て、シャルロットはただただ美しいと感じた。

　顔も整っていて目を奪われそうになるが、体も素晴らしかった。鍛えられすらりとした細身に、ほどよく筋肉がついている。顔が小さく足が長いので等身が高すぎる。

　そして、あまり凝視しないように視界から逸らしているが、彼の雄はその美しい顔にはアンバランスに大きく隆起していた。

　アンリは覆いかぶさってきてシャルロットを見下ろすと、欲望交じりの吐息をついた。

「あぁ、シャルロット。どうやって抱こうか悩ましいな。うんと優しく焦らすのもいいし、快楽で意識を飛ばすほど感じさせたい気もする」

「っ…普通に、してください……」

　さっきは思い切り焦らされ、気付けば彼の上に乗って腰を振っていた。

　この王子の手管は大変なものだ。それは主人公だからか、彼が元々女性に対してねっとりとした抱き方をするのかは分からない。

　今更ながらに、やっぱりやめとけばよかったかと腰が引けるシャルロット。

　そして、その思考は確実にアンリに読まれているのだった。

「ふっ、今更逃がすわけがない。シャルロットは俺に身を任せて、ただ感じているといい」

「あ、あまり、ひどいことはしないでください……」

「どれが君にとってのひどいことか分からないな」

　そう言ってアンリは胸に顔を寄せた。片方の胸の先端をぱくりと口に咥え、ちゅうっと吸ったり甘く噛んだりしている。

　その度に、シャルロットの体にはやるせない快楽が蓄積していくのだ。

「ふぁっ、あぁっ……んっ……」

「胸は大きいのに、乳首は小さいな。可愛い」

「やっ、そんな、冷静に見ないで……」

「舐めた方は赤く勃ってる。これを俺がしたのだと思うと興奮するな」

　そう言うと、アンリはもう一方の胸の先端にも唇での愛撫を施した。その間、濡れた乳首を指で摘まみ、ぬるぬると擦っている。

　両方とも刺激されると感じすぎて、シャルロットは体を波打たせて喘いだ。

「ひぁっ、あーっ！　や、やめてぇっ……！」

「感じるけど胸じゃイケないのだな」

　当たり前だ。胸だけでイくとかとんだ変態……と考えたところでそれを途中で打ち消した。

　余計なことを考えると、それが実現してしまう。

　散々フラグを立ててはその通りになるということを繰り返し、シャルロットは学習したのだ。

　快楽を少しでも逃すために、足をじたばたとさせながら必死に頼んだ。

「あんっ、お願い、胸ばかりは、いやぁ……」

「ん、でももう少し、こっちも可愛がりたい」

　アンリはお願いを無視し、胸の先端を吸っては舐め、軽く齧っている。

　彼の狙い通り、胸は両方とも先端が赤く色づき、興奮で大きくなっている。

　そしてシャルロットの体の中で渦巻く快楽も、我慢できないほどに強くなっていた。

「やだぁっ、やだーっ！　もう、いやぁ……っ」

「ふふ、感じてる姿も可愛いな。でも虐めすぎて嫌われるのも困る。発散もさせよう」

　アンリは胸へのキスを再開させながら、手を下腹部へと移動させた。足の間は既にドロドロに濡れていて、腿を閉じ合わせたいがアンリが体をねじ込ませているのでできない。

　濡れながらも慎ましく閉じ合わせている襞を、手のひらでそっと覆うアンリ。そして、その手を軽くゆさゆさと動かした。

「あぁっ……」

　今まで手が届かなかった快感に近づいたような気がして、シャルロットは嘆息した。

　その襞の中に快楽を司る突起があることを、もう既に知っている。先ほどアンリに教えられたからだ。

　アンリは起用に襞を人差し指と中指を使って割り開いた。その瞬間、敏感な突起に空気が感じられた。それだけで突起がひくつく。思わず腰が揺れそうになるのを堪えた。

「舐めるのと指で弄られるの、どっちが良い？」

「あ、そんな……」

　そんな風に言われて、じゃあこっちで、などと指定できるわけがない。

　シャルロットは羞恥で口ごもった。

　すると、アンリはにっこりとして言った。

「じゃあ両方、やってみよう」

「アンリでん……アンリ、そんなにしなくていいから」

　殿下と言いそうになったが持ち直して、フランクな言葉遣いにする。彼は機嫌良さそうに笑みを浮かべたままだった。

「俺がしたいんだ。シャルロットを可愛がりたい」

　言葉だけ聞いているとありがたい台詞なのだが、それは快楽を与え続け悶えさせたいという意味だ。

　アンリは蜜孔に指をつぷりと軽く浸し、指先を濡らしてからゆっくりと突起へと移動させた。

「ふぁっ……！」

　尖りをゆっくりと下から上へ撫で上げられると、腰が浮きあがった。

　アンリは胸を唇と舌で愛撫しながら、指で下腹部を弄ることにしたようだ。

　指は襞に沿ってゆっくりと上まで動くと、また蜜孔まで戻っていく。シャルロットが一番感じるのは敏感な尖りなので、指がそこに来ると勝手に下半身がひくついて腰を突き上げてしまう。その動きが恥ずかしすぎて、泣きそうだった。

「いやっ、いやぁっ……こんなの……」

「何が嫌なんだ？」

　甘く囁く声は、理由を尋ねているわけではない。自分が与えている快楽の効果を確かめているのだ。

　シャルロットは目じりに涙を滲ませながら訴える。

「こんなの、腰が動いちゃう……っ、やだぁ、恥ずかしい……」

「ここ、好きなんだな。ここも大きくなってきたぞ」

　撫でられているうちに、興奮で突起も硬く勃ち上がってきた。指先でぬるぬると撫でまわされる度に、それが分かる。

　いつしかアンリは突起の上に指を置いて、円を描くようにこりこりと弄っていた。

　ぬるつく指に直接的な快感がたまらず、シャルロットの快楽はすぐに絶頂へと向かっていった。

「あっ、あっ！　あーーっ！」

「シャルロット、イく時はその前に俺に伝えるように」

「ひぁっ、あーっ！　イきましたっ、イきましたぁ……っ！」

「初めてだから許すが、次からはちゃんと俺の名前も言うように」

「あ、アンリ……」

「そうだ。それにしても、こんなに簡単にイくんだな。感じやすいのも可愛い」

「はぁっ、はっ……アンリ……」

　ようやく手を止めてくれた。

　すぐに達してしまったことは自分でも恥ずかしいが、アンリが触れて焦らしたことが原因と思われた。彼との触れ合いが、快感の火種となって体に蓄積されてしまうのだ。

　息を整えていると、アンリは体を下にずらしてシャルロットの足を大きく広げ、そこに顔を近づけた。

　まさか、と思いシャルロットは両手を突っぱねて彼の頭を近づけないよう抵抗した。

「や、ダメです、そんなところ舐めないで……」

「さっきも舐めただろう」

「あっ、あーっ……」

　制止を軽くいなされ、襞の間を下から上に舐め上げられる。柔らかな舌の腹で突起を擦られると、じんわりと気持ちがいい。先ほど達したばかりなのにまた新たな快楽が種火となって生まれる。

　体から力が抜けると、それを見越したようにアンリは突起を甘噛みした。突然の鋭い刺激に、体がびくんと跳ね上がる。

「きゃうっ！」

「やっぱり、少し痛い方が気持ちいいんだな」

「ち、違う、違います……っ」

「そうか？　あまり感じてないようだったが」

　アンリはシャルロットの反応をいちいち見てやり方を変えているようだ。なんだか恐ろしい。またおかしくなるほど焦らされて、自ら腰を振るようになるのは嫌だ。

　アンリは次に、尖りを唇で挟んで吸った。吸いながら、同時に舌で軽く扱かれシャルロットの下腹部が激しく反応する。

「ひぁっ！　あんっ」

「これも感じるんだったな」

　そう言いながら、アンリは指をつぷりと蜜孔に挿入した。

　敏感な尖りを舐め、吸われながら中を擦られるとすぐに快感がせり上がってくる。

「あっ、あっ！　だめ、それぇ……っ」

「イく時はどうするんだった？」

　誘導するようなその言葉に、快感に支配されたシャルロットは素直に従ってしまう。

「ふぁっ、だめ、イきそうなのぉ……っ」

「抗わずに、イくといい」

　アンリは中の指を突起の裏側、つまりシャルロットが一番感じる箇所に当てた。そこを指の腹で触れられるだけで、激しい快楽の予感がする。はあはあと息を激しくするシャルロットに、アンリは遠慮なく指を動かした。

　中の一番感じるところを押して擦りながら、外の尖りを舐めまわされる。シャルロットはひとたまりもなく絶頂へと駆け上がった。

「あーっ、イくっ！　アンリっ、イっちゃう……！　あーーーっ！」

　下腹部に渦巻いていた快楽が、全身へと流れだす。体中をびくびくと動かしながら、シャルロットは派手に達した。

「簡単にイくようになったな。感じやすくて何よりだ」

「やだぁ……っ」

「中に、俺を誘っている」

　アンリはうっとりと言って指を動かしている。

　確かにシャルロットの媚肉は、アンリの指をきゅうっと締め付けながらうごめいていた。意図的ではない動きを己の肉体がしてしまうことに、シャルロットは恥ずかしくてたまらない。

「はぁっ、も、やめてぇ……っ」

「何を言う。これからだろう」

　アンリの指は、執拗に中の感じるところを擦る。そしてもう片方の指で敏感な突起を守っている包皮を剥き上げた。

　今まで、外気に触れたことのない陰核が剥きだしにされている。

　シャルロットは何をされているか分からないが、これからもっと大変な目にあわされると直感した。

「あっ、やめ、やめて……っ」

「最初は小さく皮を被っていたが、興奮してすっかり膨らんでいるな。シャルロットはここも可愛らしい」

「やっ、そこ、直接触っちゃやだぁっ」

「怖がることはない。気持ちよくするだけだ」

　アンリは剥きだしの真珠を躊躇なく指で押し潰し、こりこりとした感触を楽しんだ。

「ひぁっ！　あーーっ！　あっ、あぁーっ！」

　あまりの快感に、三度達する。今までで一番深く大きな絶頂は、体をじたばたと激しく動かした。足をかいて逃れようとするのだが、アンリは気にせず押さえ込み、そして愛撫を続けている。

「すごいな。愛液がこんなに飛び散って、本当に感じているんだな」

「やぁーっ！　もっ、イってる、イってるからぁっ！」

「そういえば、さっきはちゃんと言わなかったな。もう一回やり直してみようか」

　非情なことを言っているが、アンリの声も興奮で上擦っている。

　シャルロットの痴態と達する様さまを、じっくり観察しながら昂っているのだ。

　真珠を摘ままれ、揉むように刺激されながら中もじゅぼじゅぼと擦られる。

　シャルロットは快感以外何も分からなくなって、頭も目の前も真っ白になった。

　ただ、理解できるのはそれをしているのがアンリということ。彼の名を呼ばなければ、という無意識にも刻まれた思いに気付けば絶叫していた。

「あー！　アンリ、アンリ！　アンリぃ……っ！」

「いいぞ、シャルロット。こんなに感じて、俺は嬉しい」

　絶頂が深く長くなり、止まらない。

　それなのに、アンリは手を動かしたままで快楽を送り続けている。

「ひぃんっ、やー！　もぅっ、やめてぇ……っ」

「ここでやめられるわけがないだろう」

　苦笑いといった感じで、アンリが口を開く。そして、シャルロットの足に昂った雄を擦りつけた。

　彼も、達するまでは終えられないのだ。

　そう思った瞬間、シャルロットは反射的にお願いしていた。

「もう、挿れて……」

「シャルロット？」

「お願い、アンリ。アンリのそれを挿れて」

「ふむ。もっと愛撫を堪能したかったが、まあそれは後日でもいいだろう。ねだられると、悪い気はしないものだな」

　アンリも我慢していたのだろう。シャルロットのお願いに乗ってきてくれた。

　両足を大きく開かれ、蜜口に彼の雄があてがわれる。

　シャルロットは体がぐずぐずで力も入らないので、されるがままだった。

　だが、その力が抜けた状態が良かったのかもしれない。

　アンリ自身の大きな先端がぐっと挿れられても、違和感はあるが蕩けた蜜孔は素直に受け入れた。

「シャルロット、挿れるぞ。これで、君は俺のものだ」

「っ、ぅ……」

　ここで処女でなくなれば、結婚資格もなくなるようなものだが何か不穏な言葉が聞こえたような。

　しかし、アンリが腰を押し進めて処女地をずぶずぶと切り開いていくと、頭から余計なことは消えた。

「あぅっ……！」

「痛むか？　だが、少し我慢してくれ。キツいが、滑らかだ。ゆっくり慣らしていこう」

　アンリは気遣いながらゆっくり奥まで挿入していく。

　確かに、痛みはあった。

　だがそれよりも、疼いていた中が満たされていく感覚の方が上回る。

　媚肉を指で擦られている時、届かない奥が切なかった。それに、指を締め付けても足りないと思ってしまったのだ。

　彼の雄は太く、逞しい。慣らすために出し挿れを繰り返しているが、蜜孔の全てが擦られて得も言われぬ心地だった。

「はぁっ、んっ……」

「大丈夫そうだな。これなら、奥まで……」

　未開の地を慎重に進んでいたアンリだが、最後はずぐりと腰を奥まで進める。

　シャルロットの秘所にアンリの股関節が密着し、彼自身が全て挿入されたのだと自覚した。

「い、痛い……」

「奥はさすがに痛いか」

　アンリの雄が長いので、子宮を押し上げるほどに奥まで届いていたのだ。

　彼が少し腰を引いて、奥には当たらないようにしてくれる。

　そのまま、アンリはキスを始めた。

　繋がっているが動かないまま、抱きしめられて深いキスをする。

　シャルロットの蜜孔がたちまち反応して、雄をきゅうきゅうと締め付けた。

「んっ、ぅ……っ」

「はは、やっぱり俺を誘っているな。かなり具合がいい……」

　その言葉に、彼もちゃんと気持ちいいのかとふと気になる。心配そうに視線を合わせてくるシャルロットに、アンリは安心させるように微笑んだ。

「どうした」

「アンリも、気持ちいい？」

「ああ。だが、俺より先にシャルロットだ。感じる場所をたくさん探そう」

　アンリは挿入しているのに動かないまま、シャルロットの全身を撫でていく。

　首筋、胸、脇腹と様々な場所を軽く触れられると気持ちが良すぎて中を締め付けてしまうのだ。

「あぁっ、あっ……」

「ふ、また絞まったな。やはり、こうやって探ると一番素直になる」

「ふっ、うっ……うぅっ」

　確かに気持ちいいが、中がまた疼いてきた。早く、その硬い雄で擦ってほしい。

　こんな焦らし方をされると、また腰が勝手に動いてしまう。

「あっ、いや、いやぁ……っ」

「これほど感じているのに、何が嫌なんだ」

　シャルロットの痴態を眺めながら、意地悪く尋ねるアンリ。全て分かっていてやっているのだろう。

　シャルロットは首を横に振って、何も言わない。

　これ以上、淫らなおねだりをしたくはなかった。

　すると、アンリは更に意地の悪い愛撫を始めた。

　結合部に指を持ってきて、剥きだしになっている真珠を撫で始めたのだ。

　それも触れるか触れないかのごく弱い力でだ。濡れそぼった真珠をぬるぬると撫でまわされ、腰を浮かせてしまうが挿入されているせいで多くは動けない。

　イくことはできない弱い刺激と、動いてもらえない中の疼きにシャルロットの瞳には涙が滲んだ。

「ふぁっ、アンリ、アンリ……っ」

「ふふ、こんなに腰を動かして俺を求めて。可愛いな、シャルロット」

　恥ずかしくて、本当に嫌だった。

　けれど、渦巻く快感は出口を求めている。

　シャルロットは、馬車の中での出来事を思い出して自ら彼に抱きついて、そしてキスをした。

　その瞬間、アンリは激しく腰を動かし始めた。最奥にこそ届かないようにしてくれているが、勢いよく出し挿れをされている。もみくちゃにされたシャルロットは欲しかった快楽を手に入れて脳まで痺れるようだった。

　シャルロットの舌は思い切り吸われ、舐められながら中を擦られている。

　挿れられる時も気持ちいいが、引き抜かれる時も快感で媚肉がきゅんと疼く。そこに、また大きく硬い物が全体を擦りながら勢いよく通っていくのだ。

「んぅっ、んーっ……！」

「はあ、気持ちいいな。奥まで突っ込みそうになるが、シャルロットはここの方がいいんだろう」

　ようやく奪うようなキスをやめたかと思うと、アンリは中の一番感じる箇所をごりごりと突いた。

　散々指で嬲られたところを、太い肉杭の先端で突かれるとまた絶頂が見えてくる。

「あっ、あーっ！　そこ、だめぇ……っ！　イっちゃう！」

「初めてで中イキまでするのか。よっぽど相性がいいか、シャルロットに才能があるんだな」

　そう言いながらも、彼は腰を止めない。

　小刻みに中のいいところを擦り上げられ、シャルロットはさっきのような深く大きい達し方を予感した。

　暴風に巻き込まれるように、止まらない快楽が体中に湧き上がっていく。

「あーっ！　アンリっ、アンリ！　イく……っ！　あーーーっ」

「くっ、シャルロット……っ！」

　激しい絶頂に、息が止まった。体が硬直し、そして中のアンリ自身を締め付ける。

　その誘いを拒否せず、アンリも欲望を解放するようだ。

　動きが更に激しくなり、最後にはシャルロットをぎゅっと抱きしめながら中に白濁を放った。

　シャルロットはそれを感じながらくったりと力が抜けた。

　やっと、終わった。

　アンリ王子は女を感じさせるエッチを好むようだ。疲れたが、きっとこれで満足してくれるだろう。

　だが、彼は自身を抜かないまま軽く口付けてこう言った。

「シャルロット、君には煽られるばかりだ。もっとゆっくり楽しむつもりだったのに」

「え……」

「俺も焦って我慢が足りなかった。次は、焦らずにしよう」

「あっ、あの……っ、あぁんっ」

　再び、アンリが腰を動かし始めた。

　彼の宣言通り、ゆっくりとした動きで出し挿れを繰り返している。

　アンリの雄は萎えておらず、それどころか興奮でもっと大きくなっていた。

「ああ、出した物で潤滑が更に良くなったな。これもいいだろう？」

　これなら激しくされた方がマシだ、というゆっくりすぎる腰の動きに、シャルロットはまた泣かされるのだった。
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第四章












　無事に屋敷に戻り数日後。

　姉たちの結婚もアンリが後見となることで認められ、シャルロット一家もやっと落ち着いてきた。

　あの時は本当に大変だった。

　駆け落ち婚の完遂報告、しかもシャルロットが手ぶらで朝帰りしたことに父と兄は激怒。母は泣きわめいて大変な騒ぎだった。まあそれも仕方がない。他国の王族と連なる婚姻をさせる予定だった箱入り娘が、身分も持たない騎士の妻となってしまったのだ。

　しかしアンリが後から現れ、ジュリアンを己の専属騎士とすることを伝えると事態は一変。王子が認めた方ならば、と全員トーンダウン。事後の始末もアンリが全て片を付けるということで二人の結婚は認められた。

　しばらく、レティシアは勘当という扱いになって実家には戻れなくなったが。

　ジュリアンの実家が二人の住む家を用意し、そこで暮らすことになった。

　この騒動も終わったし、シャルロットが青髭公爵の妻へという話もなくなった。

　だから、全ては丸く収まって将来の憂いもないはずなのに。

　自室でくつろいでいると、ノックの後声が掛けられる。

「お嬢さま、アンリ殿下から舞踏会の招待状が届いております」

「また？　つい先日もお招きを受けたばかりなのに。今回は断っておいて」

　家令にそう命じながら、シャルロットは渋面になった。

　この間はパーティも早々に暗がりに連れ込まれ、えっちな悪戯をされてつい体に火が点いて、という過ちを犯してしまったのだった。犯したのは彼の方だが。

　アンリはシャルロットを気に入ったようで、夜会だ茶会だパーティだと同伴に誘ってくる。その度に、拒みながらも気持ちいいことをされると拒否できずに致してしまっていた。

　そんなことをしているとシャルロットは愛人という評判が立ちそうだし、実際やっていることは愛人のようなものなのだが、アンリは上手く立ち振る舞っている。

　シャルロットに本気で求愛しているように見せかけているのだ。

　アンリの妃の座を狙っていた令嬢たちには、突如現れたダークホース扱いされている。当たりが強くなって恐ろしい。

　かといって、愛人として大っぴらに扱われても嫌だ。アンリ王子以外の男たちにも愛人として扱われ、誘いをかけられたり軽んじられたりする未来が見える。

　アンリと距離を置くには、と考えていると家令は穏やかに告げた。

「お断りするのは難しいと思われます。王宮での格式ある舞踏会で、招待は旦那さまをはじめ一家揃ってです。それに他国の王族も来賓されるとか」

「そういえば、そんなのもあったわね。……いや、待って！」

「は……」

　突如、閃いたことがあってシャルロットは立ち上がった。

　主の奇行に片眼を瞑って黙ったままの家令に、シャルロットは興奮した素振りで告げる。

「舞踏会には参加すると返事をしておいて。そして一通、お誘いの手紙を届けてほしいの。手紙は今から書くわ」

　これで、きっと上手くいく。

　シャルロットはほくそ笑み、文面を考えながら机に向かったのだった。










　王宮での夜会はそれはもう豪華なものだ。招待された貴族たちが着飾って集う。もちろん、女性のドレスや宝飾品もいちいち評価される。以前のシャルロットも、嬉々として気に入らない女の衣装をこき下ろしたものだ。

　だが、今は注目を浴びてこき下ろされる方になってしまった。気を遣うし緊張する。

　目立つのは仕方ないから、せいぜい余計なことはするまい。そんなことを考えながら父母、兄と共に会場に入る。

　すぐにアンリが気付いて近寄ってきた。

　父と軽い挨拶をするのも早々に切り上げ、彼は言った。

「シャルロットをお借りしても？」

「ええ、ええ。もちろんです。シャルロット、殿下に失礼のないようにな」

　シャルロットの父はどうぞどうぞ、と娘を喜んで差し出した。

　上の娘を政治の駒にすることには失敗したが、下の娘が更に良い縁を掴みそうで嬉しいのだろう。ダメ元で姉を迎えに行くのに二人を同席させたのは良策だったとでも考えているのかもしれない。

　あまり期待をかけられてもそれに応えることはできないが、と思いつつシャルロットは素直に従った。










「久しぶりだな、シャルロット。会いたかったよ」

「つい先日お会いしたばかりなので、久しぶりという気はしませんけれど」

「会いたかったとは言ってくれないのか」

　脅すような低い声音になっている。シャルロットは引き攣り笑いで答えた。

「おほほ、もちろんですわ。お会いしとうございました、殿下」

　アンリは拗ねたように言う。

「名前で呼ぶよう言っているのに」

　こういう普段は誰にも見せない、ムスッとした表情を見ると可愛いと思ってしまう。シャルロットには気を許しているのだな、と感じると嬉しいとさえ思える。

　すっかり絆されている。

　こちらもふふっと自然な笑みが浮かんだ。

「人前ではいけませんわ、示しがつきませんでしょう」

「そうだな。二人きりの時は俺の名をたくさん呼ぶから許そう」

　シャルロットがアンリの名を連呼するのは、そうしながら達するように躾けられたからだ。

　それを思い出すだけで、下腹部がきゅんと反応してしまう。

　そして、シャルロットがそんな反応を見せたことにアンリはすぐ気付いたようだ。

　腰をぐっと引き寄せて耳元で囁く。

「内密の話があるんだ。ここから抜けよう」

「っ、まあ、いけませんわ殿下。まだ舞踏会は始まったところですもの」

　そう言いながら、きょろきょろと周囲を見回す。

　手紙で招待しておいた彼女が、もうすぐ現れるはずなのだがまだ見当たらない。

　そう、シャルロットは舞踏会にある女性も参加するように画策しておいたのだ。

　その女性こそ、この物語のヒロインのクリスティーヌだ。

　本来ならば、この話はクリスティーヌが青髭公爵に求婚されるところから始まるのだ。

　そして、クリスティーヌとアンリは舞踏会で以前から出会っていて、身分違いながらもいい仲だったという設定だ。

　クリスティーヌは子爵令嬢なので、シャルロットが誘いをかけて同行させたいと言えば否やはない。

　そのために文通もしていて、今日ここに来るよう手配はしていたのだ。

　クリスティーヌさえ目の前に現れたら、アンリの心も変化するはずだ。なにせ、ヒロインとヒーローなのだから。

　電撃的な一目ぼれか、それともハプニングで二人が衝突して気になる存在となるのか。

　なんでもいいからそこは本筋に戻すために天からの力が働いてほしい。

　しかし、見当たらない。

　狭い社交界の中の舞踏会だ。大体は顔見知りばかりだ。

　それらしいヒロインが現れたらすぐ分かるはずなのに。

　シャルロットが誰かを捜しているのはアンリにすぐ分かったようで、問いただされる。

「誰を待っているんだ」

「わたくしの新しいお友達です。殿下にもぜひ、紹介して差し上げたいわ」

　訝しむように眉をひそめている。というか、少し不機嫌になったのだろうか。

　少しの雰囲気の変化で、こんな風に分かってしまうのが嫌だ。慣れというものは恐ろしい。

　だがシャルロットは本来、ヒーローの隣に立つ人物ではないのだ。

　早く、その役割を正統たる主人公に譲らなければ。

　今までしでかしたことも、帳尻さえ合わせてしまえば上手くまとまるだろう。

　シャルロットはそう思ってイラつきのオーラを漂わせるアンリを無視し、しばし待つ。

　すると、とことこと少女が近づいてきた。

　子供は別室の子供だけの会場に集められるので、珍しい。

　まだティーンエイジャーであろうその十二、三歳の少女がシャルロットの前で止まった。

　そして頑張って練習したであろう淑女の礼をして声をかける。

「シャルロットさま、本日はお招きいただきありがとうございます」

「……！　あの、ひょっとして貴女がクリスティーヌ？」

　すると、少女はにっこりと邪気のない笑みを浮かべた。

「はい、そうです。私のような若輩者にシャルロットさまより声をかけていただき、とても嬉しいです」

「え、ええ。貴女に見込みがあると伺って、ぜひわたくしのお友達になっていただきたいと招いたのよ」

　シャルロットのこめかみからは冷や汗が出ていた。

　ヒロインがまだ子供だったなんて、聞いてない！

　いや、よく調べたら分かったはずだ。確か、物語が始まった時のヒロインは十八かそこらだった。今は物語が始まる数年前なのだ。ヒロインもまだ子供に決まっている。

　いるのだが、ヒロインはあの挿絵やコミカライズで見た美しい女性だと思い込んでいたのだ。

　もちろん、今も美少女だがなにせ幼すぎる。

　アンリがロリコンなら喜びそうだが、彼は恐ろしい気配のまま黙り込んでしまっている。シャルロットの意図を読んだのかもしれない。

　だが、彼はクリスティーヌにはにっこりと笑みを浮かべた。もちろん、営業スマイルだ。

「今日は来てくれてありがとう、クリスティーヌ。これからはシャルロットと私とも友人になろう」

「は、はい、はい！」

　突然、麗しい王子さまに声をかけられそんな風に言われたのだ。

　クリスティーヌは頬を紅潮させ首振り人形のようにこくこくと頷いた。

　それからアンリは近くにいた従者に合図をして指示する。

「クリスティーヌ嬢をご両親の元に送り届けるように」

「ハッ」

「クリスティーヌ、また遊びに来るといい。私たちは今から、しなければいけないことがあるんだ。失礼するよ」

「は、はい！　お招き、ありがとうございました！」

　興奮で声を上擦らせているクリスティーヌにくるりと背を向けるよう強引なエスコートをされ、シャルロットは舞踏会の会場から退室した。

　それは有無を言わせない連行であった。










「それで、何を企んでいたんだ？　あんな子供を俺に紹介して」

　耳元で囁かれるその問いかけに、シャルロットは答えられなかった。

　快楽を必死に堪えて歯を食いしばっていたからだ。

　会場から出た後、すぐに廊下の奥にあったアルコーブに押し込められた。今はソファに座るアンリの上に背中向きに跨らされ、ドレスの裾を自ら捲り上げている。ドレスの中では、彼の指がじゅぷじゅぷと出し挿れされている状態だった。

　カーテンで遮られているとはいえ、薄布一枚だ。人の出入りも気配で分かる。

　声をあげてはいけないと、シャルロットは必死に堪えるが彼の指は意地が悪い。

　敏感な突起を手のひらで軽く触れるようにしながら、中をかき混ぜている。

　弱点を知り尽くされた蜜孔は、いいところを擦られると素直に感じてしまっていた。

「ふっ、ふー、ふーっ……」

「まさか子爵令嬢に俺が手を出すとは思っていないだろう。狙いはなんだ？　彼女の家のことはすぐにでも調べさせるが」

　そう言いながらシャルロットが一番弱いところを容赦なく擦っている。目の前がチカチカしてきて、絶頂は近い。シャルロットはダメ元とは思いながらも嘆願した。

「お願い、指、とめてぇ……っ」

「ほら、ちゃんとドレスを捲っていないと濡れてしまうぞ」

「イっちゃう、もうイくからぁ……っ」

「ここ、本当に弱いな。シャルロットの弱いところを知っているのは俺だけだろう？」

　彼の言葉には、何を企んでいるか知らないが簡単にはシャルロットを手放さない、という圧が込められていた。

　アンリは怒っているのだ。

　小賢しい策で彼と離れようとしたのは失敗し、その目論見もすっかりバレている。

　やはり素直に謝るべきだろうか。しかし、どう説明をすればいいのだろう。

　考えていると、低い声がした。

「全然反省してないな」

　そう言うと、アンリはお仕置きすることにしたようだ。

　中の感じる場所を指で擦り上げながら、敏感な突起を親指で押し潰しこりこりと捏ねまわす。

　あっという間もなく、シャルロットの体は絶頂へと駆け上がっていった。

「～～～～～～っ！　イっ……！　ひっ、くぅぅ～～～っ！」

　息をはくはくとさせながら、体がびくんとのけ反る。腰を突き出しながら愛液を噴き出し、派手に達するシャルロット。しかし、何とか声は我慢できた。

　必死で耐えなかったら大声をあげていたところだった。

　それでも、彼の指は止まらない。

　何度もこのままイかされるのではないかという恐怖におびえ、シャルロットは荒い息の中とりあえず謝罪した。

「はー、はーっ……ご、ごめんなさい、アンリ」

「何に対して謝っているんだ。俺の手をベトベトに濡らしたことか？」

「ち、違います。クリスティーヌを紹介したことです」

「ふん、やっと言う気になったか」

　こくりと頷くと、アンリはやっと指を止めてくれた。しかし、抜いてはくれない。中に指を挿入されたまま、シャルロットは白状することとなった。

「本当なら、彼女が貴方と結ばれることになっているの。だから、わたくしは異分子なの」

「本当なら、というのはどういうことだ」

「それが、本来の未来。でも、わたくしが未来を変えてしまったから、今も変わってしまったようで」

　シャルロットの言っていることは彼に伝わっているかは分からない。頭がおかしい奴だと思われているかもしれない。けれど、シャルロットにとってはそれが真実で、そのために動いた。動かなくてはいけない、という意識さえあった。

　本来のヒロインがいる限り、身を引いた方がこの世界のためであると、そう思っているからだ。

　アンリにもそこを理解してもらえたら嬉しいのだが、とにかく嘘は言っていないと分かってほしい。

　そう考えていると、彼はつぷりと指を引き抜いた。

　そして、ソファにシャルロットを座らせた。

　話を分かってくれたのかもしれない。期待に瞬いて視線を送ると、彼はソファから立ち上がってシャルロットの正面に立った。

　無表情で威圧的だ。まだ怒っているようで、ちょっと怖い。

　彼は低く通る声で説明してくれた。

「本来の未来、と言うのかは分からないが、確かにおかしな点があった。君が調べろと言っていたエブラール公爵の件だ」

「……！　何か、不審なことでも分かったのですか」

　青髭公爵の過去の犯罪履歴でも見つかったのだろうか。そう思ったのだが、彼は首を横に振った。

「いや、エブラール公爵の消息が絶えた」

「……え？」

　突然行方不明になったのだろうか。不思議に思い小首を傾げると、アンリは続けた。

「おかしな点は、レユニオン王国では誰も慌てず公を捜している気配もないことだ。仮にも王族、王弟殿下だ。わが国でそんなことがあれば大騒ぎになるに決まっている」

「そう、ですわね。でももし、彼の存在意義が薄れて人々の記憶からも消えていったなら……」

　ひょっとしたら、青髭公爵は物語から消えてしまったのかもしれない。

　シャルロットはそんな風に推理した。

　アンリは苦々しい顔のままだ。

「俺にはまるで理解できない。だが君が俺から離れようとしていたのは分かった」

「え」

「そんなことは、絶対に許さない」

　ちょっと怒ってるみたい、などと思っていたのは生ぬるかった。

　彼は激怒しているようだ。

　物凄く怖い顔をしてこちらを見下ろしている。

「あ、あの、ごめんなさい。そこまで深刻に考えなくても……んぅっ……」

　宥めようとしたが、最後まで言えなかった。

　アンリはシャルロットの上にかがみこんでキスを始めた。激しいキスだ。

　新しい女を紹介、それも失敗に終わったのだが、その行為は彼の心に傷を負わせたらしい。そこまで己に本気になっているのか、それともプライドが傷つけられたのか。

　とにかく、今こうして口付けることで怒りを抑えられるのならば受けるしかない。シャルロットは積極的にキスに応じ、彼の舌に自ら舌を絡め合わせにいった。

「んっ、ふぅ…っ」

　最初は激しかったキスも、何度も交わしているうちに優しくなっていく。

　アンリの機嫌は持ち直したのかもしれない。シャルロットはそう考えてうっとりとキスを続けた。やっぱり気持ちが良くて、とろんとしてくる。夢見心地でぼうっとなって、優しい快感だけを受け入れる。

　だから、気付けなかった。

　気が付いた時には、シャルロットの足は割り開かれ、股の間にアンリが陣取って足を閉じられない状態だった。

　それだけではなく、蜜孔にくちゅくちゅと浅く遊ばせている感触。それは指かと思っていたが、彼の両手はシャルロットの腿を大きく開いて押さえ込むことに使われている。

　いつの間にか、彼はベルトをはずし下衣をくつろげ、猛った雄を襞に沿って擦りつけていたのだ。

「あっ、あっ、だめ……っ、それは……」

「シャルロットのここは欲しがってるぞ」

　蜜口の浅いところで軽くかき混ぜているのを目の当たりにすると、腰を押し付け自ら挿入したくなる。もっと気持ちがいいことをしたい。

　けれど、ここには家族同伴で来ているのだ。さすがに抱かれた後に親の前に出て行けるわけがない。

　それでなくとも、人の目が厳しい舞踏会なのだ。もうそろそろ戻った方がいい。

　今ここでやめてもなかなかひどい有様だろうし、これ以上は絶対にダメだ。

「待って、お願い。今はダメ」

「いやだ、待たない」

　子供のような口調で言うアンリは完全に拗ねていて、少し可愛いと思ってしまう。

　だが行動は可愛くない。

　彼は本当に、そのまま腰を押し進めたのだ。

　蜜孔は抵抗を見せず、雄を喜んで受け入れる。

　ぬるんと途中まで挿れると、彼はゆっくりと出し挿れを始めた。

　焦らすために、アンリは己の快感は二の次でとてもゆっくり腰を引いては押し挿れた。

「はーっ、はっ……あっ、ぁぁぁ……っ！」

「ほら、気持ちいいだろう」

　シャルロットにはそれどころではなかった。体がぞくぞくとして、絶頂へと向かうことしか考えられなくなる。

　もっと、早く動いてほしい。もっと、激しくしてほしい。もっと、奥まで欲しい。

「ふぁっ、んっ、んーーーっ……」

　その言葉を必死で飲み込み、耐えているので息が荒い。

　口を開けば、イきたいと言ってしまいそうで唇を噛みしめる。

　それに気付いたアンリは、そっと頬を撫でて言った。

「唇、あまり噛むな。血が出そうだ」

「っ、ふっ、ふーっ……」

「声を抑えているんだな。俺が塞いでやる」

　アンリは優しい気遣いを見せ、再びキスをしてくれた。

　その瞬間、体の角度が変わって彼の雄がずるりと奥まで入り込んだ。

　最初は痛かったその場所だが、今は違う。開発され、何度も快楽を味わいながらも触れられることのなかった最奥は、いつの間にか疼きが発生する場所となっていた。

　そこを直接、触れられたのだ。

　とんっと雄の先端で優しく突かれた瞬間、シャルロットの体はビクンっと跳ねた。

「あうっ！」

「ん、ここ、痛くなさそうだな」

　アンリは奥まで肉棒をハメたまま、ゆっくりと腰を動かし始めた。

　それは先ほどまでの出し挿れの動作ではなく、腰を押し付けたまま揺らすような捏ねる動きだった。

　アンリが動く度に、彼の腰に密着した敏感な尖りも擦られ、すぐに絶頂へと駆け上がっていく。はくはくと息をしながら、シャルロットは必死で訴えた。

「だめっ、イくっ、奥ぅっ……！　イっ、やぁっ！　イぃっ、イくっ、イくぅっ……！」

　アンリはまた唇を塞いで声を抑えてくれたが、腰の動きは容赦がなかった。

「ッ！　ん～～～～っ！」

　気持ちが良すぎて全身が戦慄く。シャルロットは腰を振り、アンリの雄を締め付けながら達した。

「あぁ、シャルロット。奥まで健気に飲み込んでこんなにキツい。俺も、我慢できない」

「やっ、やだ、やぁっ、やーっ、だめっ、中、ダメぇ……っ！」

「すまない、もう、く……っ！」

　制止する間もなく、アンリも中で達してしまった。中で彼の欲望が爆ぜて出されるのがまた気持ち良くて、ソファの上でのけ反って堪能してしまう。

　だが、彼が体を離したら熱はすっと冷めてしまった。

「ひどい……」

　これから、どうしよう。皆の前を通って家族の元に戻って、家に帰るのにどうしよう。

　俯くシャルロットに、アンリは身支度を整えると彼女を横抱きにした。

「急に気分が悪くなって休んでいると、家族に伝えさせよう。なに、よくあることだ。王宮には帰れなくなった招待客の宿泊部屋もたくさん用意されている」

「…………」

　それなら、この場をしのげるだろう。

　舞踏会が終わった深夜か未明にでもこっそり帰れば、誰かの目にも留まらないだろう。

　それでも、ひどい仕打ちと思うが。

「シャルロット、機嫌を直してくれ。君が離れたがっていると知って、自制できなかった」

「それは、本当にごめんなさい。そこまで考えていなかったの」

　シャルロットにしてみれば、物語の本筋に戻そうとしただけであってアンリの気持ちを踏みにじろうとしたわけではない。確かに考えは足りなかったかもしれないが、それでもこんなやり方はひどすぎる。

　そう言おうと思ったが、アンリはにこりと笑顔を見せた。

　また、恐ろしい笑顔だった。

「そこまで考えていない。なるほど、シャルロットにとっては俺のことなど有象無象のやからであって、目的のためには霞む存在であると」

「ち、違う、違います。そんなことは……」

「今からゆっくり、話し合おう。俺の部屋で」

「待って、わたくし、本当に帰らなきゃ……」

「明日には帰してやる」

　結局、シャルロットはアンリの寝室で夜通し泣かされることになった。

　皆が気付かないうちに帰るなんてできるわけもなく、アンリの愛人として認知される存在となったのだった。

















第五章












　当然ながら、シャルロットの家族にも二人が致したことはバレバレだったので、シャルロットはいたく叱責された。

　せっかく第二王子の妃の座を狙えそうだったのに簡単に愛人に成り下がるとは何事だ、恥さらしだと父に責められ、シャルロットは反抗的な態度を見せた。

　そもそも、アンリが始めたことなのにシャルロット一人が責められて遺憾の意を示したい。大体、結婚前に体を許せば愛人でそうじゃなかったら妃とか、早いか遅いかなのにおかしな話だ。

　とにかく、家の恥さらしだと言うなら出て行くわ。別にどうしてもここにいたいわけじゃない。この先も家のために生きろとか言われるのも勘弁。

　そう主張したのだ。もちろん、今のシャルロットに相応しい言葉でだ。

　父はヒートアップし、母は泣きぬれ、兄は絶句していた。

　でも大丈夫だ。こういう日が来た時のために、修道院にはたっぷり寄付金を積んでいた。シャルロットの身の振り方が決まるまでは滞在させてくれるだろう。

　そう考えていたのだが、泣きぬれていた母が待ったをかけた。

　姉妹が短期間に二人とも、家出同然に出奔するのはよろしくないと主張したのだ。それはそうだろう。一人だけではなく二人にもなれば、姉妹の方ではなく家に問題があるのではないかと口さがない人々が噂をする。

　それを避けるために、家を出るなら姉の家にしばらく滞在しておきなさいという話になった。

　姉レティシアの駆け落ち相手、ジュリアンの実家が買い上げてくれた家である。

　新婚夫婦の邪魔になるのでは、と思いながらもシャルロットはそこをしばしの止まり木としたのだ。










「まあ、こんなに立派なお屋敷だったなんて」

　ジュリアンの家を見て、シャルロットは驚いた。てっきり普通の借家か、こぢんまりとした一軒家を想像していたのだ。

　前世の解釈で言うと、これは豪邸だ。塀に囲まれ、大きな庭に二階建ての大豪邸。使用人も四名雇っていて、住み込みで寝泊まりしているらしい。

　感心するシャルロットに、レティシアはにこにこと招き入れる。

「今まで住んでいた屋敷とは全然違うでしょう。でも、狭くても幸せなの。ジュリアンが毎日帰ってきてくれるから」

「あー、はい」

　全然狭くない、かなりの豪邸なのだが。シャルロットは内心で突っ込んだ。しかし、貴族のお嬢さまにとっては狭いのかもしれない。

　姉がちょいちょいのろけ話を聞かせてくるのはしんどい。

　シャルロットは適当にいなしつつ、あてがわれた寝室へと入った。

「まあ、いいお部屋ね。庭もよく見えるわ」

　姉夫婦の主寝室は屋敷二階の左翼側に位置しているのだが、シャルロットの客室は一階の右翼側だった。

　ジュリアンが帰ってきた後に、部屋が近かったら二人が落ち着けないのかもしれない。

　そう思ったのだが、レティシアは言う。

「部屋の奥にサンルームがあって、そこから庭に直接出入りできるのよ。好きな時に花の香を嗅ぎに散歩に出掛けられていいでしょう」

「あら、本当ね」

　前世の記憶で例えると、縁側から直接庭に降りられるようなものだろうか。この世界では家の中でも土足だから、庭にも好きに出向ける。

　扉を開けてみると、爽やかな風に花の香が漂ってくる。

　庭師の姿もちらりと見え、庭にも力を入れているのがわかる。

「あまり広くはない庭だけれど、アフタヌーンティーをいただくのもいいわよ」

　レティシアの言葉に、シャルロットは首を横に振った。

「十分に広いわよ、狭くなんてないわ。いい屋敷よ」

「まあ……シャルロットがそんなことを言うなんて。きっとこんな狭い家ってこき下ろされると思っていたわ」

　今までのシャルロットなら言っていたのかもしれない。

　けれど、今は違う。シャルロットはおどけて言った。

「しばらくお世話になるんだもの。褒めて上げておくわ」

「シャルロットったら。でも、本当に今までと全然違うのね。わたくしたち、こんなにお喋りしたこともないんじゃなくて？」

　もともと、あまり仲の良い姉妹ではなかったようだ。

　シャルロットはわがままで勝ち気だし現実主義。レティシアは恋愛脳の夢見がちな性格。

　これは気も合わないだろう。

　シャルロットは曖昧に流して、話題を変えた。

「今日からお世話になるけれど、食事はどうすればいいのかしら？　お姉さま夫婦とは別に取った方がいい？」

　レティシアはすんなり話に乗ってきた。

「そうね。ジュリアンの勤務時間によって私たちの食事は不規則になってしまうの。シャルロットは決まった時間に食べてちょうだい」

「お姉さまはご飯も食べずに待っているの？」

「ええ、もちろんよ。一緒にいただきたいもの。ダイニングに案内するわ」

「ありがとう」

　恋愛脳はすごいな。お腹が減る時には我慢せず食べたい。そう思いながらダイニングに到着した。ここも広い。大きなダイニングテーブルは十名くらいは同時に食事ができそうだ。

　レティシアが言った。

「今夜はシャルロットも一緒に食事をしましょう。貴女が来るから、今日は早く帰れることになったらしいの。アンリ殿下も気を遣ってくださるのね」

　そういえば、ジュリアンはアンリ直属の配下となったのだった。

　思わず渋い顔になってしまう。

　最後に会ったのは舞踏会の翌日、王宮から帰る時に散々に文句を言った時だった。

　アンリはどこ吹く風だったが、それ以来全く音沙汰がない。

　シャルロットが家族に責められて家を出たのに、連絡一つ寄越さないのだ。

　しかも、姉の口ぶりではシャルロットがこの家に来ているのは把握しているらしい。

　まだ文句が言い足りない。次に会った時にはもっと色々言ってやりたい。

　だが、便りがないのはアンリの関心が既によそに移ってしまったからかもしれない。

　その可能性にも思い当たる。それはそれでまた腹が立つ。

　シャルロットは自分の気持ちを持て余しながら姉ののろけを聞き流していると、奥のキッチンから出てきた使用人が近づいてきた。

　いかにも料理上手に見える、頼りになりそうな中年女性だ。

「奥さま、旦那さまの騎士団に出入りしてる酒屋が祝いのワインを半ダース、六ケースも持ってきてくださったんですよ」

「あら、そんなの聞いてないけれど。ジュリアンが頼んだのかしら」

「どうも、旦那さまの騎士仲間たちが募って祝い酒を送ってくださって、それに酒屋も色を付けたらしいですよ。今後もごひいきに、使用人の方々にはこちらもどうぞって私どもにもくださって」

　どうやら、いける口のご婦人らしい。ワインが飲みたくてたまらないという顔をしている。

　レティシアは細かいことは気にしない鷹揚な性格なので、笑って言った。

「今夜のディナーは、貴女たちも飲んでいいわよ。旦那さまのお食事は飲む前にきちんと作るのよ」

「はい、それはもちろん。腕によりをかけたお料理と、それに合うワインをお出ししましょう」










　ディナーは始終和やかな雰囲気だった。

　やはり料理上手だったキッチンのマダムは、ジュリアンの実家からやってきた昔ながらの使用人だったらしい。ジュリアンのことを坊ちゃまと呼んでは嫌がられていた。

「坊ちゃま、この煮込み料理には赤ワインをどうぞ。でもあまり飲みすぎてはいけませんよ」

「分かっているよ、それに坊ちゃまはやめてくれ」

　そんな他愛のない会話を聞いてレティシアはくすくすと笑っている。

　他の使用人もにこやかで、この家は完璧な幸せを描いているとシャルロットは感じた。

　本来なら二人は引き離されていた。ジュリアンは侯爵家から追い払われ、レティシアは彼が殺されたと勘違いさせられ、悲観して自死を選ぶのだ。

　それが、今ここではこんなにも温かな家庭を築いている。

　シャルロットが行動したからだ。それを考えると、自分を救いたいがための計画にレティシアたちを巻き込んで良かったなと感じる。

　シャルロットが食事をしながら二人の会話を聞くともなしに聞いていると、レティシアがワインを勧めてくる。

「シャルロットもいかが？　ワイン、好きだったでしょう」

　今のシャルロットはあまりワインが好きではなかった。

　それに、この体は未成年ではないのか。この国では飲酒は問題ないのだろうか。

　細かいことが気になって、シャルロットは首を横に振った。

「今日はやめておくわ。今はぶどうジュースの方が飲みたいの」

「あら、そうなの。ジュリアンは赤ワインが好きなのよ。だからさっき飲みすぎないように釘を刺されていたの。彼の影響で私もワインを飲めるようになれたわ」

　どうでもいい情報だ。

　ノンアルコールの飲み物をサーブしてもらい、そして一応ジュリアンに話題を振っておく。

「このワイン、騎士団の同僚の方がくださったとか。もうすっかり打ち解けてらっしゃるのね」

　すると、ジュリアンは首を傾げた。

「騎士団の同僚？　いえ、私は騎士団所属ではないのです」

　そう言われてみれば、アンリは直属の騎士にすると言っていた。

　では、このワインは一体誰から？

　持ち前の警戒心でシャルロットは二人に注意する。

「誰からの贈り物か分からないワインは、飲まない方がいいわ」

　しかしジュリアンとレティシアは、人を疑うということを知らないらしい。

「既に飲んでいますが、特に異臭もありませんし毒の成分もないみたいです」

「ひょっとしたら、別の同僚の方が頼んでくれたのかも」

「心当たりは特にないが、ひょっとしたら殿下が下賜くださったのかも？　今日もお忍びでわが家を訪れたいと言って侍従の方々に止められていました」

「え、来たがっていたの……」

　なぜか複雑な気持ちになってしまう。

　自分のことを忘れてはいなかったのだという安心感と、自分のことを人として尊重せず物みたいに扱われたことへの不信感。

　今はまだ、あまり会いたくないというのが本心だった。

　しかしジュリアンはにこやかだ。

「はい。殿下は現在、とても多忙で王宮から離れられないのですが、その間シャルロットさまがよそ見をしないよう心配されているようで。わが家に滞在されることをお喜びでした」

「色々と突っ込みどころがあるのだけれど。どうしてわたくしがここに滞在すると喜ばれるの」

「ここには他に男性がおらず、私はレティシアに夢中だからです。シャルロットさま、殿下のためにもあまり出歩くのはお控えくださいませ」

　なんで貴方にそんなこと言われなきゃならないの。

　ムカついて怒鳴りそうになったのは、きっと以前のシャルロットがジュリアンのことを騎士風情と侮っていたからかもしれない。

　姉の夫となった人にそんなことを言うのは良くない。

　シャルロットは自制して肩をすくめるに留めておいた。

　その後は、適当なところで切り上げ、宛てがわれた部屋で休む。

　入浴も済ませ、借りたネグリジェでベッドに入った。しかしすぐには眠れなかった。

　目を瞑って無心になると、どうしてもアンリのことを考えてしまう。

　何がよそ見をしないよう心配だ。その前に自分が無体なことをしていることを反省してほしい。王子さまだから下々に心があってどう反応するか、とか想像もつかないんだろうか。

　けれど、シャルロットがヒロインを紹介しようとした時は本気で怒っていた。そんなに怒らなくても、と思ったけれど彼にも心があってそれを踏みにじる無体なことをしたのは自分の方なのだろうか。

　あまりアンリの感情について考えたこともなかった。

　ただ欲望のままに抱かれただけだったから。

　でも、自分も感情について語ることもなくただ彼を受け入れていた。

　どっちもどっち、なのかもしれない。

　深夜のテンションで考えても仕方のないことをぐるぐる考え、更に目が冴える。

　だから、微かな物音もシャルロットの耳ははっきりと捉えた。

　誰かの、足音だ。

　庭から歩いてきて、そしてサンルームに繋がる部屋の扉に鍵を差し込んだ。

　まさか、内側から鍵をかけていたのにどうして。鍵がガチャリと開く音がした。

　シャルロットは恐ろしすぎて、ベッドに潜り込んだまま起き上がれない。

　ひょっとして使用人が、シャルロットが客間として使っているのを知らずに出入りしているとか？

　いや、こんな夜中におかしい。

　誰何すいかして逆上されるのも恐ろしい。シャルロットは息をひそめて相手の出方を窺った。

　不審者はサンルームからシャルロットの部屋を悠々と歩いて通り、そして扉から出て行った。

　なんだ、と拍子抜けしそうになる。

　だが、どう考えてもおかしい。この部屋で誰かが寝ていたのは不審者にも分かったはず。それなのに、一瞥もせず通り抜けていったのだ。

　鍵を持っていたのなら、外部からの侵入者ということもないだろうし、使用人なら不遜すぎる。

　それに、出て行く時にまた自分の部屋を通り道にされては叶わない。

　夜の遅い時間だが、誰か起きていないだろうか。

　シャルロットは、思い切って部屋を出た。そして、すぐにそのことを後悔したのだ。

　部屋の外をうろついていたのは、庭師の恰好をした男だった。

　だが、その顔になんだか見覚えがある。

　虚ろな目に、やけに青々とした髭。髭に青という色はないはずだが、なぜかそれを見て青髭だと直感したのだ。

　そして、ハッとした。この顔を見たのは、挿絵でだ。

　こいつこそが、物語の悪役、姉とシャルロットを殺す相手なのだ。

　その青髭公爵は虚ろな目のまま呟く。

「レティシア……」

「ひっ……！」

　シャルロットは急いで踵を返し、姉たちの主寝室へと走って向かった。

　ジュリアンはアンリに見込まれるほどの剣の達人らしいと思い出したからだ。彼に何とかしてもらわないと困る。

　しかし、青髭公爵も後ろからついてくる。彼は足早に歩いているのだが、リーチの差なのかシャルロットの足がもつれているからか、引き離せない。

　階段を駆け上がり、息せき切って主寝室までたどり着く。だいぶ遠かった。

　そしてシャルロットはドアをどんどんと叩いた。

「起きて！　お願い！　誰かー！」

　だが扉は開くことなく、先に青髭公爵が追いついてしまった。

　彼はシャルロットを突き飛ばし、乱暴に追い払った。

「きゃっ」

　シャルロットが廊下に転がされるのを一瞥もせず、扉の前に立ってドアをガチャガチャとする。

「レティシア、レティシア……みんな眠っているよ。君はワインを飲まないだろう。出ておいで」

　そんなこと言われて誰が出てくるかって話だ。

　しかし、気になることがありすぎる。

　まず、青髭公爵は庭師の恰好をしている。昼間に庭でちらりと見えた人物だ。

　ということは、この家で庭師として潜伏していたということか。

　それに、他の人は飲んで姉が飲まない飲み物を細工して差し入れた。

　ヤバすぎる。

　だがそのデータは古く、今は姉もワインを飲めるようになっていた。だからこの屋敷の者は今、全員眠っていることになる。

　シャルロットは腰が抜けたまま立てず、青髭公爵の背を凝視する。

　すると、視線に気付いたようで彼がぐるんと振り返った。不気味な動きだった。

「なんで、起きてる？」

「っ……」

「寝ずに起きてる者は、殺しておこう」

　いつの間にか、彼の手元にナイフが握られている。抜き身が光っていて、いかにもよく切れそうだ。いや、切るのではなく刺殺されるのかも。

　立てずに座り込んだまま、そんな風に思ってしまう。

　感情のない目をした青髭公爵が、シャルロットの前に立ってそしてナイフを振りかぶる。

　結局、物語を変えても死ぬのかー！　色々頑張ったのに！

　死にたくないー！

　そう思った瞬間、後ろから声がした。

「待て。その人に触れるな」

　あっと思った瞬間、シャルロットの前に人影が躍り出て立ちふさがる。

　青髭公爵は後ずさって間合いを計った。

　シャルロットには、アンリの背中が見えていた。

　助けに来てくれたのだ。

　やっぱり、主人公さまだ。シャルロットは心の中で、

（さすが、さすがですー！　主人公さま！　頼れるー！　今まで色々ディスってごめんなさい。命の恩人だー！）

　などと喝さいを送った。

　後は安心して見ていられた。

　アンリは主人公で、強いのだから。

　青髭公爵はアンリの手であっという間に気絶させられた。

　ナイフを奪い、他に凶器がないか調べたところロープを持っているのを発見。彼は自分で持ってきたロープで捕縛されることとなった。

　てきぱきと動くアンリに、シャルロットは尊敬とときめきの入り混じった瞳で見上げる。

「どうして、来てくれたの……。知っていたの？」

「シャルロット、無事か。良かった。君に会えて嬉しい」

　シャルロットはこの事態を見越して来たのかを尋ねたが、彼は駆け寄って抱きしめてきた。なんだか、感激と興奮で胸が熱くなる。

　シャルロットもアンリを抱きしめて言う。

「ありがとう、わたくしも来てくれて嬉しい……」

　アンリは優しい瞳でシャルロットを見つめたかと思うと、そっと顔を寄せてきた。そのまま口付けられそうになって、慌てて唇に指を当てて止める。

　こんな殺人鬼の目の前でいちゃつくとか無理だ。いくらなんでも危機感が足りなさすぎる。

　物語の盛り上がり的には、ここでキスシーンでもあるといいのかもしれない。

　しかし当人にとっては、ハラハラしかしない。

「待って。先にこの殺人き……いえ、不審者を警吏か騎士団に引き渡しましょう。この屋敷に置いておくのは恐ろしいもの」

「分かった。しかし屋敷の者がみな眠らされている。誰かが起きるまで、縛って鍵のかかる部屋に閉じ込めておこう」

「そうね……」

　捕まえてもらうにも、知らせに行くにはどちらかが残って青髭公爵を見張っていなければいけない。シャルロットにその役目は恐ろしすぎる。

　かといってアンリが残ってシャルロットがこの夜中に一人で外出するのも危険と思われた。

　結局、外側から鍵がかかって内側からは開けられない物置を監禁場所として、二人は皆が起きるまで待つことにしたのだった。










「それで、どうしてここへ？」

　場所を変えて、シャルロットの部屋で二人は語り合っていた。長椅子で並びあって座っていると、アンリは隙あらばシャルロットのこめかみや髪に口付け、抱きしめようとする。

　色んな意味でドキドキして集中できないシャルロットは、彼の手をペチッと叩いた。

　するとアンリは悪びれずに言う。

「もちろん、シャルロットに会いたかったから」

「もう、そういうのはいいから」

　睨んで言うが、アンリはにっこりと言う。

「本当だ。今夜はなぜか、胸騒ぎがひどかった。どうしてもシャルロットに会いに行かなければいけない、そんな気がしたんだ。直感に従って良かった」

「それって……」

　虫の知らせ、というものだろうか。

　なんにせよ、彼が己の勘を信じてくれたおかげで助かった。

　でも、まだ聞きたいことがある。

「あの人、エブラール公爵なの？　姉の名前をうわ言のように呟いていたわ」

「そうだ。レユニオン王国に内偵したり、正式に問い合わせたりしても彼の行方は知れなかった。ただ、公の周辺にはきな臭い噂があった。人や動物が消えるという、君の指摘した通りの疑惑が」

「そうだったの。でも、どうしてここへ……」

「公が一番気に入っていた少年が、レティシアにそっくりだったらしい。もちろん、その少年も行方不明だが」

「恐ろしいことね……」

　やはり殺人鬼だったのだ。

「これから、レユニオン王国と交渉し公の引き渡しを行うが……。どうにも、公は持て余されていたらしい。俺の予想では、引き渡しを拒否されると見ている」

「ええっ……ではどうするの？」

「郊外の塔にでも監禁するしかなかろう」

　何とも難しい対応になりそうだ。

　その後は、アンリがちょっかいをかけてくるのを何とかかわし、ジュリアンたちが起きてくるのを待った。

　遅効性の睡眠薬なんて実際あるのか分からないが、この世界には存在してしかもよく効くみたいだ。

　そしてエブラール公爵を引き渡し、外交ルートからレユニオン王国に交渉したがアンリの予想通りとなった。隣国からの回答は、その者はエブラール公爵にあらず、該当者は既に国で死亡したというものだった。

















エピローグ












　数か月後。

　シャルロットは王宮に呼び出され、アンリと面会していた。

　正式に、第二王子からの先ぶれがあって侯爵令嬢として呼び出しがあったのだ。無視するわけにもいかず渋々会いに来た。

　この数か月、二人の間は微妙な関係となっていた。

　二人とも、お互いを思っているのは分かっている。会ってもいるし、会えば体も繋げている。

　けれど、シャルロットは愛人だとレッテルを貼られており、またシャルロット自身もそれを受け入れていた。

　いつかは別れるけれど、その時は辛いだろうけど、それまでは楽しもうという気持ちである。

　王宮で見るアンリは、やはり王子でありヒーローであって、シャルロットには手の届かない人物のように見えた。

　その彼が、開口一番告げたのは青髭公爵の一件だった。

「郊外の塔に監禁していた、彼の公……らしき人物が姿をくらました」

「脱獄、ですか？」

「分からん。看守の話では、忽然と姿を消したらしい。調査中だが、また舞い戻ってくる可能性もある」

「そう、ですわね……」

　シャルロットはまだ、姉夫婦の家に世話になっていた。

　実家よりも居心地が良く、のびのびと過ごせるからだ。アンリも度々、お忍びで遊びに来ていてその際はジュリアンも帰宅できる。

　姉も喜んで、いつまでもいてほしいと言っていた。

　だが、あの屋敷は青髭公爵に知られている。

　憂い顔のシャルロットに、アンリはてきぱきと解決策を告げた。

「ジュリアンとレティシアには、王宮内の宿舎に引っ越してもらう。レティシアには王太子妃の女官にならないかという打診もある」

「それが、いいでしょうね」

　となれば、シャルロットも実家に戻らなければいけない。

　堅苦しい屋敷と口うるさい父には辟易だが、この数か月で独り立ちの足掛かりを作ろうとしてもことごとく邪魔が入って上手くいかなかった。屋敷に戻ってまた考えるしかない。

　その邪魔をした本人が続ける。

「そして、シャルロットも王宮に来てもらいたい」

「うーん、それはちょっと。家のこともありますし」

　離宮かどこかで愛人として暮らす生活は、今より自由がなくなり束縛されそうだ。

　シャルロットが難色を示すと、アンリはにっこりと笑った。

　人の悪い笑みだった。

「シャルロットの家にも、正式に通達が行っている。そちらの令嬢を第二王子の妃にされたし、とな」

「……！」

　驚きに目を瞠ると、アンリは上着のポケットから指輪を取り出して目の前で跪いた。

「結婚してくれ、シャルロット。必ず幸せにする」

「アンリ……」
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「了承以外の言葉は聞かない」

　その言葉は冗談ではなく、瞳が本気だった。

　この数か月でアンリは様々な根回しをし、地を固めたのだろう。

　そして、すっかりシャルロットを囲い込んで逃がさないようにしてからプロポーズをしている。

　正統派ヒーローのはずなのに、少し陰湿な物を感じるのは気のせいだろうか。

　でも、シャルロットはすっかり彼に心を奪われ、身も心もアンリの物となっていた。

「はい……」

「ふふ。ありがとう、俺のお姫さま」

　そう言われて抱きしめられた瞬間、シャルロットの呪縛が解けていった。

　ヒロインではないから、彼に相応しくないという自らかけた呪いのようなものだ。

　けれど、アンリが助けてくれなければ死ぬというシーン。あの時に彼が助けてくれた時点で、シャルロットもまたヒロインになっていたのだ。

「お姫さまに、なれたのね。わたくしも……」

　ぽつりと呟くと、アンリは頬に口付けて言った。

「愛しているよ、シャルロット」

　幸せで、たまらなかった。

「わたくしも、愛しています。アンリ……」

　これからは、お妃教育やマナー講義で忙しくなるだろう。

　結婚するまでは、今までのようにはいかない。

　そう思ったのだが、アンリは当然のようにシャルロットのドレスを脱がしていく。

「待って、アンリ。待って、ダメよ。正式に求婚されたのなら、初夜までは……あんっ」

「詭弁だな、シャルロット。君を前にして我慢なんてできるわけがない」

　気付けば、二人は裸になってベッドでもつれ合っていた。

　アンリは根元まで己の雄をシャルロットの蜜孔へ挿入する。

　今ではすんなりと受け入れ、快楽のみがシャルロットの体を支配していた。

「あっ、あぁっ！」

「はあ、シャルロット。君をもっと味わいたい」

　アンリが腰を打ち付ける。肉と肉がぶつかるパンパンという音と、いやらしい水音がぐちゅっぐちゅっと鳴っている。

「あっ、やだぁっ、奥まで……っ」

「最初は痛がっていたのに、俺を全部感じてくれて嬉しいよ」

　奥を容赦なく突き上げられて、悲鳴のような嬌声が出る。

　蜜孔を太いもので擦られるのも、奥を突かれるのも両方気持ちがいい。

　そして、繋がりながらの優しいキス。

　甘く口付けられながら、舌を絡め合わせる。それなのに、下半身は激しく突かれているのだ。

　彼に抱きついて、キスの合間に声をあげる。

「あっ、イくっ！　アンリ、好き、好きっ！　あ――っ！」

「ああ、イくといい。シャルロット、愛している」

　絶頂に達し、シャルロットの蜜孔はアンリの雄をきゅうきゅうと締め付けた。

　すると、彼の動きがねっとりとしたものになる。ゆっくりと出しては挿れる動きを繰り返され、シャルロットは悶絶した。

「あっ、やっ、やぁっ、イってるのに……っ」

「シャルロットがイってる最中に締め付けられるのが、たまらない。ほら、もう一回」

「あぁっ、やだぁ、意地悪しないで……」

　しかし、シャルロットが本気で嫌がっていないのは分かられているのだ。アンリは快楽を叩き込むのをやめない。

　何度も絶頂へ追いやられ、アンリの精を腹で受け止め、終わった頃には顔も髪もぐちゃぐちゃで体はすっかり蕩けていた。

「こうでもしないと、君が逃げてしまうんじゃないかって心配なんだ。我ながら、強迫観念にでも囚われているのかと思うが」

「…………」

　疲労困憊で返事もできないシャルロットは、黙って目を瞑った。

　彼の不安は、シャルロットがまだ告げていないことへの不信感から来るものだろう。

　結婚するまでに、ちゃんと告げよう。分かってもらえなくても、この世界とは違う世界を知っていると告白するのだ。

　もう、頭がおかしいと決めつけられることもないだろう。

　二人は思い合って、体だけでなく心も深く繋がろうとしているのだから。

「あのね、アンリ……」






　シャルロットはこれから先の物語を知らない。

　けれど、二人はきっと幸せに暮らしていくだろう。

　それは確信していた。
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